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メモ、注意、および警告 

Wa メモ： メモは、コンピュータをほいやすくするための重要な情報を説明しています。 

A を意： ミ主意は、ハードウエアの損傷やデータの損失の可能性を示し、その危険を回避するための方法を説明しています。 

A 警ま： 誓告は、枯的損宙、けが、または死亡の巧因となる可おせがあることを示します。 
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バッ了リー 

Dell PrecisionTM R 5400サービスマニュアル 

♦ バッテリーの交換 


A よ レ ■-品!韩故抗雜黯逃! 廉 おぶ柏-を哉し ぶ 雨 患識規 ち^ 

( www . dell . com / reaulatory _ compliance ) をごがださし、。 


コンピュータのバッテリーは 3.0 V コイン型バッテリーです。 


バッテリーの交換 


A 警告： 新しいバッテリ-の巧りがけ方が向ホっていると、巧巧する危巧があります。バッテリ-は、同じタイんまたは#造元が推巧する同等タイプのバッテリとのみさ換して<だ 
山 さい。使用巧みのバッテリーは、製を元の巧示に従って巧男して<ださい。その化の情新こついロホ、お巧いのコンピュータに同巧の『安全にお使いいただ<ために J を参巧して< 
ださい。 


1. イ乍業を閱抬ずる 前に の 手 iii を実行します。 

© を 意： 先端の銳〈ない道具を使用してバッテリーをソケットから取り出す場合、道具力みステム基栃こ触れないようを意してください。必ず、バッテリーとソケットの間に道具を確実に巧入してか 
ら、バッテリーをかします。これらの手順を踏まないと、バッテリーソケットがかれたり、システム基巧の回路を切断ずるなど、システムをあに損傷を与える巧れがあります。 

Q ホ意： バッテリーの取り巧け、取り外しの際には、バッテリーコネクタが破損しなし、よ引こしっかりまえてください。 

2. バッテリーを取 y がします。 

a. コネクタのプラス側をしっかり下に巧して/くッテリーコネクタをちえます。 

b. バッテリーコネクタをまえたまま、バッテリーをコネクタのプラス測の方に押し这み、コネクタのマイナス側にある固定タブから持ち上げて取りかします。 


1 



1 

バッテリーコネクタのプラス側 

2 

バッテリー 

3 

バッテリーコネクタのマイナス測 




Q を意： バッテリーの取り巧け、取りかしの隙には、バッテリーコネクタカ{巧損しないようにしっかりミえてください。 

3. 新しいバッテリーを取り付けます。 

a. コネクタのプラス側をしっかり下に巧して/くッテリーコネクタをちえます。 

b. バッテリーのプラス側を上じ向け、コネクタのプラス側にある固定タブの下にスライドさせます。 

C. 巧をの位圏こカチッと化まるまでバッテリーをコネクタに押し込みます。 

4. コンピュータカバーを取り付けます ( カバーの 取り付け を 参辟-)。 

5. コンピュータおよびコンピュータにお結されてし、る周辺域器をコンセントに接続し、電源を入れます。 

6. セットアッブユーティリティを起動して、バッテリーが正常に動作していることを確認します(セットアッブユーティリティのアクセスちまおよび使用方法については、祀 ell テクノロジガイド胜参 

照)。 

7. セットアップユーティリティの Time (時刻）および Date (日付)フィールドで正しい時刻と日巧を入力します。 

8. セットアップユーティリティを砖了しまず。 












9. 新しく取り优ナたバッテリーをテストするロホ、コンピュータの電源を切り、少な〈とも 1 時間はシステムをコンセントからかしておきます。 


10. 1時間を、コンピュータをコンセントに接続して、電源を入れます。 

11. セットアッブユーティリティを起動します。日付と時刻が依巧として正しくない場合は、 デルへのお巧い 合わせを 参照して、テクニカルサポート I こお問い合わせください。 
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作業を開始する前に 

Dell PrecisionTM R 5400サービスマニュアル 

♦ 推奨する工具とツール 
♦ を全にお巧いいただくためのを意 

A 警告： トレーニングを受けたサービス巧巧をな外は、コンビュータカバーをホした y コンビュータ巧の巧品に触れないで<ださい。コンビュータ内部の作業を巧める前に、コンピュ 
^ -夕に付属の『ををにも’巧いいただくもめ^を意 J を^’読みください。巧をにお巧いいただけこめのベストプラクティスのおか情助こ巧しては、規制巧ずホームベージ 

この文書では、コンピュータのコンポー本ントの取り巧しおよび取りかけについて説明します。特に指示がない限り、それぞれの手順ではな下の条件を満たしてし、ることを前提とします。 

I 本項の手順を終えていること。 

I コンピュータに同描の、を全に関する情報を読んでいること。 

I コンポー本ントを交換する階は、聞巧のコンポーネントを事前に取り外してし、ること（取り付■けられてし、る場合）。 

^ メモ： お使いのコンピュータのをおよび一部のコンポーネントは、本义書で示されているものと異なる場さがあります。 


推奨する工具とツール 

このドキュメントで説明する操作口ま、な下のような工具とツールが必要です。 

I 細めのマイナスドライバ 
I プラスドライ/く 
I 小型のプラスチックスクライブ 

I フラッシュ BIOS のアツブデート(デルサポートサイト support . jp . dell.com を参照） 


ま全にお使いいただくための注意 

コンピュータへの損傷を巧ぎ、ご自身をを険から守るため、次のを全に関するま意事勒こがって〈ださい。 

A 警告： 本«の手巧を開巧する前に、お巧いのコンピュータじ同巧の、ををにも'巧いいただ<もめのを意に化ってください。ををにお巧いいただけこめのベストプラクティスのちか 
情巧に H しては、規制 I 頃守ホームベージ ( WWW . dell . com / regulatory _ compliance ) をごおください。 

© を意： コンピュータシステムの修理は、認可されたな術をのみが巧って〈ださい。トレーニングを受けたサービス巧術を la かは、コンピュータカバーをかしたりコンピュータ巧の部品に触れないで 
ください。デルが許可していない修理じよる損傷は、保証の対象となりません。 

〇 ホ 意： 詩電気放電を避けるため、詩電気防止用リストバンドを巧用したり、定期的にコンピュータの塞面にあるコネクタなどの塗装されていない金属面に触れたりして、詩電気を除まします。 

© ま意： コンポーネントおよびカードは、慎重に巧います。カードのコンポーネントや接点には触れないでください。カードを持つ瞭は縁を持つ力、、金属製の取り付けブラケットの部分を持って < ださ 
L 、。 プロセッサなどのコンポーネントを持つ際は、ピンではな<縁を持ってください。 

〇 を 意： ケーブルをかす斷ホ、ケーブルそのものを引っ張らずに、コネクタやストレインリリーフループをつかんで巧いてください。ケーブルコネクタじロックタブが付いている場合は、ロックタブを 
内側に巧し込んでから、コネクタをがします。ケーブルを接統する瞭には、コネクタやそのピンの損傷を防ぐために、コネクタが正しい向きと位菌こ配置されていることを確認してください。 

1. コンピュータをシャットダウンしまず。 

I Microsoft Windows Vista ⑥の場合は、 スタート &をクリックし、矢印—アイコンをクリックしてからシャットダウンをクリックして、コンピュータの電源を切ります。 

I Microsoft ⑥ Windows® XP の場合は、 スタートーシャットダウン- > シャットダウンと クリックします。 

。メモ；コンピュータの電源が切れているか、またコンピュータが省電カモードになってし、ないかを確認して < ださい。ホペレーティングシステムを使ってコンピュータをシャットダウンできない 
場合は、電源ボタンを6抄間押し統けてください。 

2. コンピュータ、および取りかけられているすべてのデバイスの電源プラグをコンセントから巧きます。 

^ を 意： ネットワークケーブルを外すには、まずコンピュータからケーブルを外し、巧に壁のネットワークジャックから外します。 

3. コンピュータからすべてのネットワークケーブルをがします。 

4. コンピュータがラックに取り付けられている場合は、ラックから取り外します(取りがし方まは、 f ラックぶ y がけボイド能参照してください）。 


^ 養吿： 感■巧止のため、カバーを巧 y かすかにコンビュータの電巧プラグを化ずコンセントから巧いてください。 







5. 前面べゼルが取り付けてある場合は、これを取り外します (前面べゼルの取り かしを 参照）。 


6. コンピユータカバーを取りかします (カバーの 取り外しを 参照）。 


〇 i を 品ピ品觀迎ミ或結船れコ藏溫面を SS 職^^ 


7. コンピュータ内部での作業が完了したら、コンピュータカバーおよび前面べゼルを取リイ寸け、コンピュータおよび面辺機器をコンセントに接続します。 
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前面べゼル 

Dell PrecisionTM R 5400 サー ビス マニュアル 

♦ 前面べゼルの取りかし 
♦ 前面べゼルの取り付け 


A ， 起 放お!請栽技お就認がを廉な7ぶ結铅雨茲為 S 規ち或雜ミ^^^ 

( www . dell . com / regulatorv compliance ) をご91<ださい。 


前面べゼルにはロックが付いており、電源ボタン、オプティカルドライ义2つの前面パネル USB コネクタ、およびハードドライブを手で操巧できないようになっています。ライトは前面パネルに並んで付 
いており、前面べゼルから手が届くようになっており、コンピュータの状態をき示しまず。 

コンピュータはべゼルが装着されていない巧態で出荷されるため、コンピュータの巧期セットアッブ樹こ装着する必要があります。 


前面べゼルの取 y 外し 

1. べゼルキーを巧って前面べゼルのロックを解除します。 

2. べゼルの左端のタブを押します。 

3. べゼルの左端をコンピュータと反巧ち向に動かし、べゼルのち端を取り列■せるようにします。 

4. べゼルを引っ張り、コンピュータから取り外します。 



|[ l ]" ステータスライト | T | 前面べゼルロック I 


前面べゼルの取り付け 

前面べゼルを取りがけるには、上記の手順を逆の順番で行います。 

^ メモ： 新しい交換用べゼルを取り付ける場合、べゼルキーはべゼルの内測を探すとそこに留めてあります。出荷時点でこの場所にがけてあります。 

目次に戻る 
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中央部補強用のブレース 

Dell PrecisionTM R 5400 サー ビス マニュアル 

♦ 中央部補強巧のブレースの取りかし 
♦ 中央部補強用のブレースの取りせけ 


A ，?,i 放お!請故技お就認がを廉な7ぶ'蟲纖た茲為 S 说ち劳雜雜 

( www . dell . com / regulatorv compliance ) をごださい。 


中央部補強用のブレースの取り外し 

1. 巧業を開始ずる 前に の キ I 情を実巧します。 

2. ブレースの両端にある青をのリリースラツチを内側に押し、コンピユータからブレースを持ち上げます。 



1 

ガイドピン(シャーシ片側3つずつ計6つ） 

2 

縦向き固を部分 (2) 

3 

リリースラッチ （2) 

4 

中央卽袖強用のブレース 

5 

ノッチ（ブレース片測に1つずつ計2つ） 




中央部捕強用のブレースの取り付け 

1. 縦向き固を部分をガイドピンの間に差し込めるように、ブレースの位置を合わせます。 

2. カチッと音がして固定されるまで、ブレースを下方にスライドさせます。 


目次に戻る 
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拡張カードケージ 

Dell Precision … R 5400サービスマニュアル 

♦ お張力ードケージの取りかし 
♦ 拡張カードケージの取りせけ 


A ，?, i 放お!請故技お就認がを’品な7ぶ'請铅雨茲為 S 規ち劳铅ス^^ 

( www . dell . com / regulatorv compliance ) をご91<ださい。 


お使いのコンピュータじは拡張力ードケージが2つありまず。それぞれ、 router 」 とし、うラベルと 「 center 」 としうラベルが付いています。どちらのケージも取り外し手 I 頃は同じです。 


拡張カードケージの取 y 外し 

^ メモ： 拡張力ードケージをコンピュータから取り列■す前に、すべての拡張力ードを植張力ードケージから取り外す必要があります。 

1. 巧業を開始する 前に の 手順を実行します。 

2. お巧力ードケージに付いている2つの青いリリースラッ于を上方に引き上げます。 



1 

リリースラ ツチ （2) 

2 

巧;張力ードケージ 

3 

システム基板上のガイドポスト （3) 

4 

システム基板上のライザーボードコネクタ 


3. ケージをシャーシからまっすぐ(こ持ち上げます。ただし、描張力ードに接続されているずべてのケーブルをかすまでは、シャーシから完全に引き出さないでください。 

4. ケージに取り付けられているずベての拡張力ードからケーブルをかし、ケージを持ち上げてシャーシから完全にかします。 

。 メモ： 列■側ケージについては、ケージを持ち上げてシャーンから完全にかしながら、電源コネクタ P 5 および P 已（使用されている場合）をケージの一方の端にある開口部に通します。 
心 メモ： 電源ケーブルを取り巧すには、ケーブルコネクタのリリースタブを巧します。直接ケーブル自体を引っ張らないでください。 














1 

ケーブルコネクタのリリースタブ 




が:張カードケージの取り付け 

1. ケージにお張力ードが取りがけられてし、る場合は、すべての拡張力ードにケーブルを巧結しなおします。 

。 メモ： 列■側の拡弓長力ードケージの一方の端には開口部が2つあり、取り讯ナる拡張力ードの挪こ応じて電源ケーブル P 5 と P 6 を通すことができるようになつてし、ます。 

2. お張力ードケージ両端のボイドをシステム基板のガイドポストに合わせ、ケージを下ろします。 

じ メモ： 中央のおお力ードケージには、システムをあ上の3つのポストに合わせたガイドが3つあり、が側の力ードケージにはシステムをあ上の2つのポストに合わせたガイドが2つだ 
けあります。 

3. ケージを下方に巧して、システム基板上のライザーボードコネクタにライザーボードを取り巧けます。 

4. 青をのリリースラッチをケージ巧に巧し下げます。 


且夕に匡る 
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拡張カード 

Dell Precision "'^ R 5400 サー ビス マニュアル 


♦ お張カードの取り付けガイドライン 
♦ 拡張力ードの取り付け 
♦ お張力ードの取り外し 


A ，?, i 品品濃故結覆據ながを’品な r ぶも靴ぶ祀激識規蹲 

( www . dell . com / regulatorv compliance ) をごださい。 


このコンピューかこは、1巧または2枚の PCI Express ( PCIe ) 力ードをが側の}が長力ードケージに取り付けることができます。中央のおお力ードケージには、な下の2つの構成オブシヨンがありま 
す。 

I PCIe 力ードと PCI - X 力ードを 1 は 
I PCI 力ードと PCI - X を1な 


拡張カードの取り付けガイドライン 

& メモ： 拡張力ードスロットはホットプラグじは対応していません。 

b メモ： ずべてのお張力ードスロットは、フルレングスのお張力ードをサポートしてし、ます。 

^ メモ： お使いのコンピュータには、かかけストレージの管理用として RAID 枕;張力ードを2枚まで取り付けることができます。 


拡張カードの取り付け 

^ メモ： 拡張力ードの取りがけ手順は、外側のお張力ードケージの場合も中央のお張力ードケージの場合も同じです。 

1. 作業を開始する 前に の 手順を実行します。 

2. 枕;張力ードを箱から出し、取り付けの準楠をします。 

手順については、力ードに付属のマニュアルを参照してください。 

3. 拡張力ードケージを取り外します ( 拡張力ードケージの取りかし を 参照）。 

4. お張力ードラッチを開き、 フィ ラーブラケットを取り外します。 



1 

巧;張力ードケージ 

2 

拡張力ードラッチ 

3 

フイラーブラケット 


















5. 巧の手順でお張カードを取りかけます。 


a . 拡張力ードカりルレングスの場合は、力ードの前端をフロントカードガイドに合わせます。 
t 力ードエッジコネクタがお張力ードのライザーボード上のお張力ードコネクタと揃うようじ扣;弓長力ードを置きます。 
C. 力ードエッジコネクタをお張力ードコネクタにしっかりと挿入し、力ードを固定しまず。 
d . カードをコネクタに固定したら、描張カードラッチを閉じます。 



1 

中央の拡張カードケージ 

2 

フロントカードガイド 

3 

お張カードラッチ 

4 

扣;張カード 

5 

力ードエッジコネクタ 

6 

ライザーボードの巧;張力ードコネクタ 


氏すでに取り付けられているカードの他、新たに取り付けたカード用のお張カードケーブルをすべて接続します。 
ケーブルの接続については、祐張力一円こ付属のマニュアルを参照してください。 


おおカードの取 y 外し 

1. 巧業を開始ずる 前に の手順を実巧します。 

2. 植張力ードケージを取り外します け 広張力ードケージの取り かし を 参昭）。 

3. 巧の手順で t 皮張力ードを取り列■します。 

a . お張力ードラッチを開きます。 

b . 枕;張力ードの上のちをつまんで、枕;張力ードコネクタから取り外します。 

4. 枕;張力ードを取りがしたままにする場合は、まきのお張スロットの開口卽に金属藝の フィ ラーブラケットを取り巧け、 t が長力一^''ラッチを閉じます。 

。 メモ； Federal Communications Commission ( FCC ) 認可規格にコンピュータを準拠させるロホ、をの掠張スロットに フィ ラーブラケットを取り付ける必要があります。ブラケットは、 
コンピュータ内部にごみやほこりが入るのを防ぎ、コンピュータ内部のホ却や換気を適切なが態に保ちます。 
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コンピュータカ/《一 

Dell PrecisionTM R 5400サー ビス マニュアル 

♦ カバーの取りがし 
♦ カバーの取り付け 


A 警告： トレーニングを受けたサービス巧巧者な外は、コンビュータカバーをホした y コンビュータ巧の巧品に触れないで<ださい。コンビュータ巧巧の作業を始める前に、コンピュ 
^ -夕に付)■の『ををにも’巧いいただくもめ^を意 J を^’読みください。巧をにお巧いいただけこめのベストプラクティスのおか情巧に巧しては、規制巧ずホームベージ 

カバーの 取り外し 

1. コンピュータの電源とコンピュータに接統されている周辺磯器の電源を切って、コンピュータの電源ケーブルをコンセントから抜き、周辺機器に接結されているケーブルもがします。 

2. 前面べゼルが取り付■けてある場合は、これを取りかします （ 前面べゼルの取り かし を 参照）。 

3. コンピュータカバーを取 y かすには、ラッ于リリースロックを反時計方向に回してアンロックの位置にします。 

4. コンピュータ上部のラッチを起こします。 

。 メモ： ラッチを起こすと、カバーが コン ピュータの背面方向にわずかにスライドします。 

5. カバーの両側をつかんで、カバーをシャーシから慎重に持ち上げて、取りかします。 


カ パーの 取り付け 

1. カバーのラッチを起こします。 

2. カバーを コン ピュータ上部に置き、シャーシの J フックを越えて コン ピュータシャーシに平らにかぶさるように、カバーをわずかにを方にずらします。 

3. ラッチを押し下げてカバーを閉じ位置に固まします。 

4. ラッチリリースロックを時計方向に回してカバーを固定します。 

5. 前面べゼルを取りがけます （ 前面べゼルの巧りがけ ホを照）。 










1 

ラッチ 

2 

ラッチリリースロック 

3 

位置合わせ J フック 
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コント ロール パネルアセンブリ 

Dell PrecisionTM R 5400 サー ビス マニュアル 

♦ コントロール パネルアセンブリの巧りかし 

♦ コントロール パネルアセンブリの巧り付け 


コントロールパネルアセンブリの取り外し 

A 警告： トレーニングをまけたサービスな巧をなホは、コンピュータカバーをかしたりコンピュータ巧の巧品になれないで<ださい。コンピュータ巧巧の作業を抢める前に、コンピュ 
^ -夕に巧厲の『巧全にお巧いいただくため®を意 J をち読みください。巧をにお巧いいただ<ためのベストプラクティスの巧化情報に巧しては、規制巧守ホームぺージ 

1. 巧業を間おずる 前に の手 II 悟を実巧します。 

2. コントロールパネルケーブルをコントロールパネルボードから外します。 

Q ホ 意： ケーブルの損惕を化ぐため、コネクタを取りがず際はケーブルではなくコネクタを引っ張ってください。 

a. ケーブルコネクタの端のプラスチック藝タブをおむように押します。 

b . コネクタを慎重にソケットから外します。 

3. スピーカーケーブルをコントロールパネルボードから外します。 

4. 前面 USB コネクタケーブルをコントロールパネルボードから外します。 

5. コントロールパネルアセンブリをシャーシに固定している取りがけネジを外します。 

6. 金属敦タブ/ハンドルをつかんでアセンブリをを方 I こスライドさせ、アセンブリをシャーシから持ち上げます。 



1 

コントロールパネルアセンブリ 

2 

コントロールパネルケーブル 

3 

コントロールパネルアセンブリ固をネジ 

4 

スピーカーケーブル 

5 

金属製タブ/ハンドル 

6 

前面 USB コネクタケーブル 


コントロールパネルアセンブリの取 y 付け 















1. コンピュータパネルアセンブリをコンピュータシャーシ巧に置き、ネジ々の位置が揃い電源ボタンが前面パネルの開口部じ il 又まるまで前方にスライドさせ、固定ネジを取り付けまず。 


2. 前面 USB コネクタケーブルをコントロールパネルボードに接続します。 

3. コントロールパネルケーブルをコントロールパネルボードに怯結します。 

4. スピーカーケーブルをコントロールパネルボードに接続します。 
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冷却ファン 

Dell PrecisionTM R 5400 サー ビス マニュアル 

♦ ファンのペアの取り外し 
♦ 冷却ファンのベアの取りせけ 

A 警告： トレーニングを受けたサービス巧巧をなホは、コンビュータカバーをホした y コンビュータ巧の巧品に曲れないで<ださい。コンビュータ内部の作業を巧める前に、コンピュ 
^ -夕に付)■の『ををにも’巧いいただくもめ^を意 J を^’読みください。巧をにお巧いいただ<ためのベストプラクティスのおか情巧に田しては、規制巧ずホームベージ 

コンピュータには、ホ却フアンが4台取り付けられています。フアンは対になつているため、必ず2つ同時に取りかしてください。フアン1と2、フアン3と4がそれぞれペアになつています。 


フアンのペアの取り外し 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順が車巧します。 

2. 取り外し可能な方のファンブラケットをシャーンから取り出し、邪魔にならない場所に置いておきます。 
b メモ： フアンはペアで取り巧す必要があります。 

3. 1つのフアンをコンピユータ前面の方向に水平にスライドさせます。段く上下させると、フアンの4つの隅がピンがのまえからかれやす〈なります。 

4. 対応するペアのファンを同様にスライドさせ、ピン巧のちえからかします。 

5. 対応するフアンケーブルコネクタをシステム基キ反から外し、フアンのペアをシヤーシから取りかします。 


3 4 5 



1 

フアン （4) 

2 

フアンブラケット（取り巧し可） 

3 

ケーブルクリッブ 

4 

フアンブラケット（取り巧し不可） 

5 

フアンの隅をまえるピン（をフアンに4本ずつ） 

6 

システム基板への接統用フアンケーブル 


冷却フアンのペアの取り付け 

1. ペアのそれぞれのフアンを、各フアンの隅をまえる4本のピンにはめ込みます。 
& メモ： フアンの番号ラベルが上向きじなるようにします。 















2. フアンケーブルのペアをフアン背面のフアンブラケット(取りかし不可)の上側にある、該当する角のスロットに通し、ケーブルコネクタをシステム基キ財こお統しなおします。 


3. 取り外し巧能なフアンブラケットを、フアンの列の前じあるシャーシ巧のスロットに差し込みます。 
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情報の調べ方 

Dell PrecisionTM R 5400 サービスマニュアル 

^ メモ： 一部の機能やメディアはホブシヨンであり、出荷谢コンピューかこ搭載されてし、ない場合がありまず。特をの国ではほ用できない谜能やメディアもあ y ます。 
^ ゾモ： コンピュータにその他の情報が同祖されてし、る場合もあります。 




マニュアル/ メディア/ラベル 

巧を 

サービスタグ/エクスプレスサービスコード 

1 サービスタグは、 5upport.jp.dell.com を使用の瞭、またはサポートへのお 
巧い合わせの劇こ、コンピュータの識別に使用します。 

サービスタグ/エクスブレスサービスコードは、コンピュータにお巧されています。 

1エクスプレスサービスコードを利用すると、サポートに直接電話で問い合わせる 
ことができまず。 

メモ： サービスタグ/エクスプレスサービスコードは、コンピュータに貼付されています。 

Drivers and Utilities メディア 

1 コンピュータの Diagnostics (餘が)プログラム 

1 お使いのコンピュータ用のドライバ 

祀 rivers and U 川 ities ぶのメディアとして CD または DVD 力 《 、お使いのコンピュータに同おされている場 
合があります。 

メモ： ドライバとマニュアルのアップデートじ関しては、 support.jp.dell.com をご黄く 
ださい。 

1 DSS (デスクトップシステムソフトウェア） 

1 readme ファイ J レ 

メモ： メディアに収録されている readme ファイルは、マニュアルの巧なをにシステム 
に追加された変更や、巧術をや専門そ日識をお持ちのユーザーを対象とするテクニカルリ 
ファレンスなどが記載されています。 

ホペレーティングシステムメディア 

ホペレーティングシステムの再インストール 

がペレーティングシステ厶ぶのメディアとして CD または DVD 力《、お使いのコンピュータに同おされている 
場合があります。 


まを、規时、巧曲およびサポートマニュアル 

1保証情報 

1契約を項(アメリカのみ） 

この種の情報は、お使いのコンピュータに同個されています。その他の規制情報については、 

www.dell.com/ regulatory compliance にある Reaulatory Compliance (ま規制の遵守)ホ 
ームページを参照して〈ださい。 

1 を全にお使いいただ < ためのを意 

1認可谜関の情報 

1快適な使い方 

1 エンドユーザーライセンス契約 

サービスマニュアル 

1部品の取りかしおよび取り付け方法 

1コンピュータの設定方ま 

お使いのコンピュータの f サービスマニュアル別ま、 support.jp.dell.com でご黄いただけまず。 

1トラブルシューティングおよび問題解みの方法 

Dell テクノロジガイド 

1 お使いのホペレーティングシステムについて 

1 デバイスの使い方とメンテナンス 

祀 ell テクノロジガイ村は、 support.jp.dell.com でご監いただけます。 

1 RAID 、 インターネット、 Bluetooth ® ワイヤレステクノロジ、 E - メール、ネットワ 
-クおよびその他巧々なテクノロジについて。 

Microsoft® Windows® ライセンスラベル 

1オペレーティングシステムのプロダクトキーが記載されています。 

お使いの Microsoft Windows ライセンスは、コンピュータに貼付されています。 
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ハードドライブ 

Dell PrecisionTM R 5400 サービスマニュアル 

♦ ハードドライブの取り替え 
♦ 2台目のハードドライブの取りせけ 

A 警告： トレーニングを受けたサービス巧巧をな外は、コンビュータカバーをホした y コンビュータ巧の巧品に曲れないで<ださい。コンビュータ内部の作業を巧める前に、コンピュ 
-夕に付*の『ををにも’巧いいただくため^を意 J を^’読みください。巧をにお巧いいただ<ためのベストプラクティスのおか情なに巧しては、規制巧ずホームベージ 

お巧いのコンピュータロよ、 3.5 インチ SATA ドドライブを2台まで取りがけることができます。 M - ドドライブ電源ケーブルは、電源ケーブルアセンブリ経由でシステムを楓こ接続します。 

"-ドドライカま、/ドドライブベイにぴったり収まる特別なドライブキャリアに装着して取り付けます。 

SATA ハードドライブのパーティシヨン分割とフォーマットを斤う場合口よ、ホペレーティングシステムにが属してし、るプ□グラムとは別のプ□ヴラムが必要になる場合があります。 

。 を 意： ドライブのフォーマット中にコンピュータの電源を切ったり、再起動を巧ったりしなし、でくださし、。ドライブの巧喧の原因となります。 

大容量のハードドライブをフォーマットする場合は、フォーマットの完了までに十分な時間の余裕をみておいてください。通常、これらのドライブのフォーマットには時間がかかります。たとえば、9 GB の 
ハードドライブのフォーマットには最大で2時間半かかります。 


ハードドライブの取り替え 

Q ?ち 意： お使いのコンピュータのドライカよ、ホットプラグに巧応してし、ません。ドドライブを取り外す前に、必ずコンピュータの電源ををとし、 AC 電源から電源ケーブルをがしてください。 

1. 巧業を閱始ずる 前に の手順を実巧します。 

2. 巧の手順で/\-ドドライブキャリアを M - ドドライブベイから取り外しまず。 

a . ドライブキャリアドアのリリースラツチをつまんで回転させドアを開けます。 

b . ドアを引いてキヤリアをベイから引き出します。 



1 

ドドライブ 

2 

ドライブキヤリア 

3 

リリースラツチ 




3. キャリアのサイドレールから4本のネジを取り外し、ハードドライブをキャリアから難します。 

4. 巧の手順で、交換用"ードドライブをキャリアに取りがけます。 

a . ドライブをキャリアに挿入し、キャリアの背面からドライブコネクタに手が届くか確認します。 

b . M - ドドライブのネジ巧を/ \- ドドライブキャリアの巧に合わせます。 

C. 4本のネジを取り付けて、ハードドライブをキャリアに固定します。 













4 


1 

ネジ (4) 

2 

ドライブキヤリア 

3 

ドドライブ 




5. ハードドライブキヤリアがベイの背面に接触ずるまで、キヤリアをドライブベイに挿入しまず。 
氏ハンドルを閉じ、ドライブを所定の位置こロックします。 


2台目のハードドライブの取り付け 

^ メモ： 2台目のドライブキャリアにハードドライブを取り付けるための4本のネジは、ドライブケージの横にあるシャーシ上の保管場所に付いています。取り付け手順も、ドライブキャリアの巧側 
じ図示されていまず。 


1. イ乍業を閱抬ずる 前に の 手 I 旧を実行します。 

2. 巧の手順で、をの/、ードドライブキャリアを/ドドライブベイから取り外します。 

a . ドライブキャリアドアのリリースラツチをつまんで回転させドアを開けます。 

b . キャリアをスライドさせてベイから取り出します。 

3. 巧の手順で、新しい/、ードドライブをキャリアに取り付けます。 

a . ドライブをキャリアに挿入し、キャリアの背面からドライブコネクタに手が届<か確認しまず。 

b . M - ドドライブのネジ巧を/ \- ドドライブキャリアの巧に合わせます。 

C. シヤーシ上の保管場所から4本のネジを取り外し、そのネジを使ってドライブをキャリアじ固定します。 




















1 

2台目の/、ードドライブ巧ネジ (4) 

2 

2台呂の/\-ドドライブキヤリア 


4. ハードドライブの取り替えの手順 5 および 手順6 を実行します。 


且ジに屋を 
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困ったときは 

Dell PrecisionTM R 5400 サー ビス マニュアル 

♦ テクニカルサポートを受けるには 
♦ ごま文に関ずる問題 
♦ 製品情報 

♦ 保証期間中の修理と返品について 
♦ お問い合わせになる前に 
♦ デルへの お巧い合わせ 


テクニカルサポートを受けるには 

A 警告： コンピュータカバーを巧 y ホす必要がある場合、まずコンピュータの■源ケーブルとモデムケーブルをすべてのコンセントからホして<ださい。お巧いのコンピュータに同な 
心の 、まをにお巧いいただ < ためのま*に巧ってください。 

コン ピュータに何らかの問題が発ました場合は、問題の診断と辭みのために次の手順を完了します。 

1. コンピュータで発ましている問題に関する情報および手順については、 問聞の解み を参照してください。 

2. Dell Diagnostics (訟断)プ□ヴラムの車巧の手順につい口ま、 Dell Diagnostics (訖節）ブ□ヴ ラム を 参睛してください。 

3. 訟断 チェック リスト に 必要事項を記入してください。 

4. インストールとトラブルシューティングの手順については、デルサポートサイト （ supDort . jp . dell . com ) をご賣〈ださい。デルサポートホンラインのより詳細なリストについては、 主ンうインサービ 
ろを参照してください。 

5. これまでの手順で問題が解巧されない場合、 デルへのお問い合わせ を 参照してください。 

。 メモ： デルサボートへお問い合わせになるときは、できれば対象のコンピュータの電源を入れて、コンピュータの近くから電話をおかけください。サボート担当をがコンピュータでの操作をお願い 
M することがあります。 

b ゾモ： デルのエクスプレスサービスコードコンピュータをご利巧できない国もあります。 

デルの才ートテレフォンコンピュータの指示になって、エクスプレスサービスコードを入力すると、電話は適切なサポート担当者にお送されます。エクスプレスサービスコードをお持ちでなし、場合は 、 Dell 
Accessories フォルダを開き、 エクスプレスサービスコードア イコンをダブルクリックします。そのをは、表示される指示に従ってください。 

デルサポートの利用方法につい口ま、 テクニカルサホートとカスタマーサービス を 参,昭してください。 

^ メモ： これらのサービスはアメリカ合を国な巧の地域では利用できない場合があります。サービスが利用巧能かどうかに関しては、最寄りのデル担当をへお問い合わせください。 

テクニカルサポートとカスタ マーサー ビス 

Dell …/\-ドウェアに関ずるお問い合わせは、デルのテクニカルサポートをご利用〈ださい。サポートスタッフはその情報を元に、正巧な回答を迅速に提供します。 

デルのテクニカルサポートへお問い合わせになるときは、まず お問い合わせじなる 前に を 参强し.次に、お住まいの地域の連絡先を参,昭するか、 support . jp . dell . com をご黄ください。 

DellConnectTM 

DellConnect は簡単なホンラインアクセスツールで、このツールの使用により、デルのサービスおよびサボートは、ブロードバンド接続を通じてコンピュータにアクセスしお客梯の監視の下で問題の該 
断と修復を巧うことができるようじなります。詳細については、 support . jp . dell.com じアクセスし、 DellConnect をクリックしてください。 

オンラインサービス 

デルの藝品とサービスについ口 ±、] iL 下のウェブサイトを参障.してくださし、。 

www . dell.com 

www . dell . com/ap (アジア/义平洋地域） 
www . dell . com / ip (日本） 
www .6 uro . d 6 M.com (3 —ロツ パ） 
www . dell . com / la (ラテンアメリカおよびカリブお諸国） 

















www.dell.ca (カナダ） 

デルサポートへのアクセスじは、巧の Web サイトおよび E - メールアドレスをご利用ください。 

I デルサポートサイト： 

support.dell.com 
suppo け . jp.dell.com (曰本） 
suppo け . euro.dell.com ( ヨーロツ / く） 

I デルサポートの E- メールアドレス 
mobile_support@us.dell.com 
support@us.dell.com 

I 卜 techsupport@dell.com (ラテンアメリカおよびカリブ巧諸国） 
apsupport@dell.com (アジア/太平洋地域のみ） 

I デルのマーケティングおよびセールスの E- メールアドレス 
apmarketing@dell.com (アジア/义平洋地域のみ） 
sales canada@dell.com (カナダのみ） 

I 匿ち FTP(file transfer protocol ) : 

ftp.dell.com - 匿名ューザとして□グインし、パスワードには E - メールアドレスを巧用してくださし、。 

ファックス情巧サービス 

ファックス情報サービスは、フリーコールでファクシミリを使用して巧術情報を提供するサービスです。 

プッシュホン式の電話から必要なトピックを選がします。電話番号については、 デルへのお問い合わせを 参照してください。 


自動納期案内電話サービス 

を文したデル製品の状況を確認するには、 support.jp.dell.com にアクセスするか、 24 時間納期情報案内サービスにお問い合わせください。音声による案内で、ミ主文について調べて報告するため 
I こ必要な情報をお伺いします。電話番号については、 テルへのおおい合わせ ホを照して〈ださい。 


ご注文に関する問題 

义品、部品の誤り、間違った請求書などのを义に関する問題がある場合は、デルカスタマーケアにご連絡ください。お電話の隐は、納品書または出荷伝票をご用意ください。電話番号については、 デル 
への お問い合わせ をを鹿してください。 


製品情報 

デルのその他の製品に関する情報や、ごを义に関しては、デルウ X ブサイト www.dell.com をご監<ださい。お住まいの地域のセールスの電話番号じついて、またはセールス担当をへの連絡は、 
デルへのお巧い合わせ を 参照してください。 


保証期間中の修理と返品について 

『「こまった J ときの DELL パソコン Q & A 帖ご黃くださし、。 

1. はじめにデルの営業担当者にご連路〈ださし、。デルから製品返を用の RMA ナン/く一(返ま!]番号)をお知らせいたしますので捆包する箱の外側にはっきりとよくわかるように書き化んでください。 
電話番号については. デルへのお問い合わせ を 参照して<ださい。細品書のコピーと返品理由を記入した書面を同巧してください。 

2. 実行したテストと Dell Diagnostics (餘断)プログラム (デルへのお問い合わせを 参照）から出力されたエラーメッセージを記入した Diaanostics (該断)チェックリスト (診断チェック リストを 参 
照）のコピーを同捆してけこ‘さし、。 

3. 返金の対象となる場合は、退おする品目の付属品（電源ケーブル、ソフトウェアのメディア、マニュアルなど)も同巧して〈ださい。 


4. 返却品一式を出荷時のシステム巧包箱か同等の箱に捆包してください。 












送料はお客巧のご負担となります。 ますこ' お客様には返品する製品を保証する責巧があり、デルへの搬送中に紛失するをれも想定されます。代金引換仏い (Collect On Delivery = C . O . D .) は受け 
付けられません。 

上記要件のいずれ力、を义〈返品は受け付けられず、返送巧し、となりまず。 


お問い合わせになる前に 


じ メモ： お電話の瞭は、エクスプレスサービスコードをご巧意〈ださし、。エクスプレスサービスコードを利用すると、デルのホートテレフホンコンピュータによって、より迅速にサポートカ{受けられま 
M す。また、サービスタグ(コンピュータの背面またはを部じあります)が必要な場合もあります。 


訖断 チェック リストに前もってご記入〈ださい (診断チェック リストを 参照）。デルへお問い合わせになるときは、できればコンピュータの電源を入れて、コンピュータの近<から電話をおかけ〈ださい。キーボ 
-ドからのコマンドの入力や、操作谢こ詳細情報を説明したり、コンピュータ自巧でのみ可能な他のトラブルシューティング手順を試してみるようにお願いする場合があります。システムのマニュアルがあ 
ることを確認してください。 


^ 警告： コンピュータ巧巧の作乘をおめる前に、おないのコンピュータに同巧の、まをにお巧いいただ<ためのを意に巧ってください。 


お巧 チェックリスト 

を前； 

曰か： 

住所： 

電話番号： 

サービスタグナンバ ー( コンピュータ背面または届面のバーコードの番号）： 

エクスプレスサービスコード： 

返品番号(デルサポート担当者から提供された場合）： 

オペレーテインヴシステムとパージョン； 

周辺機器： 

拡張カード： 

ネットワークに巧続されていますか？はいいいえ 

ネットワーク、バージョン、ネットワークアダプタ； 

プログラムとバージョン： 

オペレーティングシステムのマニュアルを参照して、コンピュータの起動ファイルの内容を確認してください。コンピュータにプリンタを接続している場合、をファイルを印刷します。印刷できない場合、を 
ファイルの内容を記録してからデル1こお巧い合わせ〈ださい。 

エラーメッセージ、ビープコード、または Diagnostics (診断)コード： 

問題点の説巧と実行したトラブルシューティング手順： 


デルへのお問い合わせ 

米国にお住まいの方は、800 - WWW - DELL (800-999-3355) までお電話〈ださい。 

^ メモ： インターネット挽雨の環域こない場合は、納品書、出制ち票、請巧書、または Dell 製品カタログに記載されている連掩先をご利巧ください。 

デルでは、複数のオンラインと、電話べースのサポートおよびサービスオプションを用意していまず。利用できる手段は国や製品により異なる場合があります。また地域じよっては一部のサービスが受け 
られない場合もあります。セールス、テクニカルサポート、カスタマーサービスへのお問い合わせは、巧の手順を実行してください。 

1. support . jp . dell.com にアクセスして、 国/巧城の g 巧 ドロップダウンメニューで、お住まいの国/地域を確認します。 

2. ぺージ左側にあるお問い合わせをクリックし、目的に合ったサービスまたはサポートリンクを選がします。 

3. ご都合の良いお問い合わせの方まを選がします。 


且ジに夏る 
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システムメモリ 

Dell PrecisionTM R 5400 サー ビス マニュアル 

♦ メモリモジュール取り付けのガイド'ライン 

♦ 虽適 でないメモリ 構成 

♦ メモリモジュールの取り付け 
♦ パモリモジュールの取り外し 

A 警吿： トレーニングを受けたサービス巧巧をな外は、コンビュータカバーをホしたりコンピュータ巧の巧品に«れないで<ださい。コンビュータ巧巧の作業を始める前に、コンピュ 
心 -夕に付«の『巧をにお巧いいただくため©を意 J ぞ^'96みください。巧をにお巧いいただくためのベストプラクティスの巧加情巧に巧しては、規制巧守ホームぺージ 


システムメモリは、黃大32 GB までアップグレードできます。4つのメモリソケットは、システム基巧上にあり、電源装置ベイと平行の位置にある冷却用エアフローカバーの下にあります。メモリアップグ 
レードキットは、デルからご購入いただけます。 


メモリモジユール取り付けのガイドライン 


コンピュータの最適なパフホーマンスを実現するには、システムメモリを構成する隙にレ: i 下のガイドラインに従ってください。 


I 認定された完全バッファ型 DIMM ( FBD ) のみを使用します。 FBD はシングルランクまたはデュアルランクのいずれかを使巧できます。 1 R と記載された FBD はシングルランク、 2 R と記載され 
た FBD はデュアルランクでず。 

I 少なくとも 2 つの同一の FBD が取りがけられてしぶ必要があります。 

I DIMM ソケットに DIMM を装着する晚には、ルさい数字から順にのりかけて<ださい。 

I FBD は、必ず同じメモリサイズ、速度、およびテクノロジのものを2巧1絶のペアで取り付ける必要があります。また、取り付ける FBD の総数は、2または4でなければなりません。最適な 
パフオーマンスを実現するには、4個の FBD すべてを、メモリサイズ、速度、テクノロジが同一のものにする必きがあります。 


最適でないメモリ構成 

メモリ構成が上述の取り付けガイドラインじ準拠してし、ないと、コンピュータのパフオーマンスが影響を受ける場合があります。コンピュータの起動時にメモリ清成が最適でないとし、うエラーメッセージが表 
示されることがあります。 


メモリモジュールの取り付け 

1. 巧業を開始ずる前 I こ の手順が実巧します。 

2. メモリち却巧エアフ □- カバーを取りかします （ 冷却巧エアフローカバーの巧り がし が参睛）。 

3. システム基板上のメモリモジュールソケットの位置を確認します。 

A 警告： DIMM は、コンピュータの■おを切った後もしばら<は亩あです。 DIMM が冷えるのを待ってから作業してください。 DIMM は力ードの而肩を持ちます。 DIMM のコンポ 
—ネントには巧を触れないでください。 

4. メモリモジュールソケットのイジェクタを巧し開き、メモリモジュールをソケットに挿入できる状態じします。 













1 

メモリモジ ュール 

2 

メモリモジュールソケットのイジェクタ （2) 

3 

ソケット 

4 

位置合わせキー 


5. メモリモジュールソケットの位置合わせキーにメモリモジュールのエッジコネクタを合わせ、ソケットじメモリモジュールを差し込みます。 

^ メモ： メモリモジュールソケットには位置合わせキーがあり、メモリモジュールは一方巧にしか取り付けられません。 

6. 人差し指でイジェクタを引き上げながら、親指でメモリモジュールを押し下げて、メモリモジュールをソケットじしっかりはめ込みます。 

メモリモジュールがソケットに正し<取りがけられると、メモリモジュールソケットのイジェクタがメモリモジュールが装着されている別のソケットのイジェクタと同じ巧置に揃います。 

7. 手順3 ~ 手 II 悟6 を躁リ返して、残りのメモリモジュールを取り付けまず。 

8. メモリ冷ち D 用エアフ □- カバーを取りがけます （ :令却用エアフローカバーの取 y かけ を 参醉-)。 

© を意： メモリ;令却用エアフローカバーを取りかした状態でコンピュータを巧巧しないで < ださい。コンピュータがずぐにホーバーヒートし、コンピュータがシャットダウンしてデータが失われるおそれ 
があります。 

9. (オプシヨソセットアップユーティリティを起動して、セットアップユーティリティのメイン画面で System Memory (システムメモリ）の設定を巧詔します（セットアップユーティリティのアクセス方 
まおよび巧巧方まじついては、 『 Dell テクノロジガイド』を参照）。 

コンピュータはおしく増設したメモリを認識して惜を変更します。 

10. 値が正し<ない場合、1つまたは複数のメモリモジュールが正し〈取り付けられていない可能性があります。 手順2 〜 手順9 を繰り返し、メモリモジュールがソケットにしっかり装着されているこ 
とを確認します。 

11. コンピュータ該がプログラムのシステムメモリのテストを実行します （ Dell Dia g nostics (該断）プロヴ ラム を きお）。 


メモリモジュールの取り外し 

A 警吿： トレーニングをまけたサービス技巧をなかは、コンピュータカバーをかしたりコンビュータ巧の巧品に«れないで<ださい。コンピュータ巧巧の作美を始める前に、コンピュ 
^ -夕に付属の『巧をにお巧いいただ<ためを意 J を gR み<ださい。巧全にお巧いいただ<ためのベストプラクティスのおか情なに巧しては、規制巧守ホームぺージ 

1. 巧業を閱おずる 前に の手順を実巧します。 

2. メモリ冷却巧エアフ □- カバーを取りがします （ 冷卽巧エアフローカバーの 取り外し を 参睛）。 

3. システム基板上のメモリモジュールソケットの位置を確認します。 

A 警告： DIMM は、コンピュータの■巧を切った後もしばら<は亩あです。 DIMM がホえるのを待ってから作業してください。 DIMM は力ードの而 Ml を持ちます。 DIMM のコンボ 
—キントには巧を触れないでください。 

4. メモリモジュールがソケットから外れるまで、ソケットの両側にあるイジェクタを押し開きます。 

5. メモリ冷却巧エアフ □- カバーを取り付けます （ 冷卽巧エアフローカバーの取りが け を参照）。 

〇 を意： メモリ冷却用エアフローカバーを取りかした状態でコンピュータを巧巧しないで < ださい。コンピュータがずぐにホーバーヒートし、コンピュータがシャットダウンしてデータが失われるおそれ 
があります。 


且ジに屋る 
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オプティカルドライブ 

Dell PrecisionTM R 5400 サー ビス マニュアル 

♦ オプティカルドライブの取りかし 
♦ オプティカルドライブの取り巧け 

A 警告： トレーニングを受けたサービス巧巧をなホは、コンビュータカバーをホした y コンビュータ巧の巧品に曲れないで<ださい。コンビュータ内部の作業を巧める前に、コンピュ 
^ -夕に付*の『ををにも’巧いいただくもめ^を意 J を^’読みください。巧をにお巧いいただ<ためのベストプラクティスのおか情巧に田しては、規制巧ずホームベージ 


オプティカルドライブはトレイに取り付けて前面パネルに挿入し、 SATA データケーブルと電源ケーブルアセンブリを介してシステム基祝こ接続します。 


オプティカルドライブの取り外し 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順が実巧します。 

2. オプティカルドライブ SATA データケーブルを外します。 

。 メモ： SATA データケーブルは電源ケーブルをかす前じかしてください。このようにすると、電源ケーブルを引っ張らずに電源ケーブルコネクタを容易につかめるようじなります。 
Q を意： 電源ケーブルをかす瞭には、ケーブルコネクタだけをつかむよ引こしてください。ケーブルを引っ張ると、ケーブルが損傷する場合があります。 

3. 電源ケーブルをドライブの背面からかします。 

4. 青色のトレイリリースタブを起こし、ドライブトレイをコンピュータ前面からスライドさせて外します。 



1 

SATA データケーブル 

2 

電源ケーブル 

3 

トレイリリースタブ 

4 

ホプティカルドライブトレイ 

5 

オプティカルドライブ 




オプティカルドライブの取り付け 

1. コンピュータの前面からオプティカルドライブベイの中にドライブトレイをスライドさせ、所定の位置に完全にはまるまで入れます。 


2. ホプティカルドライブ SATA データケーブルと電源ケーブルを、ドライブ背面のコネクタじ}き続します。 
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配電 ュニット 

Dell PrecisionTM R 5400サービスマニュアル 

♦ 配電 ユニットの 取り外し 
♦ 配電 ユニットの 取り付け 

A 警告： トレーニングを受けたサービス巧巧をなホは、コンビュータカバーをホした y コンビュータ巧の巧品に曲れないで<ださい。コンビュータ内部の作業を巧める前に、コンピュ 
-夕に付)■の『ををにも’巧いいただくため©)ま意 J を^’ BE みください。巧をにお巧いいただけこめのベストプラクティスのおか情助こ巧しては、規制巧ずホームベージ 


配電 ユニットの 取り外し 

1. 巧業を閱おずる 前に の 手順を実巧します。 

Q を意： 電源ケーブルではな < コネクタを引っ張って、オプティカルドライブの背面からコネクタを取りかします。 

2. 「 P 9」 というラベルが巧し、た電源ケーブルコネクタを光罕まドライブの背面から取り外します。 

3. ハードドライブ電源ケーブルを、 rp 8」 としづラベルが付いたコネクタ(上段のハードドライブ用）と rp 7」 としづラベルが付いたコネクタ（取り付けられている場合、下段のハードドライブ巧）から取り 
列•しまず。 

心 メモ： 配電ユニットの取り外しには関おないため、"ードドライブの背面から直接電源ケーブルを取り外さないでください。 



1 

電源ケーブルコネクタ P 1 

2 

ケーブル配線クリップ(電源ケーブル P 1) 

3 

電源ケーブルコネクタ P 2 

4 

ケーブル配線ポータル(電源ケーブル 

P 1' P 2、 P 3) 

5 

配電 ユニット 

6 

電源ケーブルコネクタ P 3 

7 

ケーブル配線ポータル(電源ケーブル 

8 

ハードドライブ(下段)電源ケーブルコネク 









































































P 4、 P 5、 P 6) 


夕 （ P 7) 

9 

/、ードドライブ(上段)電源ケーブルコネク 
夕 （ P 8) 

10 

オプティカルドライブ電源ケーブルコネクタ 
( P 9) 

11 

オプティカルドライブ SATA データケーブ 
ル 

12 

ケーブル配線クリップ(電源ケーブル P 4、 
P 5' P 6) 

13 

ケーブル配線チャネル(電源ケーブル 

P 4、 P 5、 P 6) 

14 

ケーブル配線クリップ(電源ケーブル P 4、 
P 5' P 6) 

15 

電源ケーブルコネクタ P 4 

16 

電源ケーブル P 5 および P 6 の収容場所 
(未使用時） 


4. 電源装置をかして電源装置ベイの途中までスライドさせます ( 電源装置の取り タル を 参照）。 

5. お張力ードケージを2つとも取りが し けぶ 弓長力ードケージの取り外し をを,聞）、 「 P 5 J および rp 6 j のラベルががいた電源ケーブルコネクタが、力ードケージじ取り付けられている掘張力ードからも取 
りかされていることを確認します。 

じ メモ： 電源ケーブル P 5 および P 6 が惦張力ードのいずれにも接続されてし々い場合は、シャーンの測面にあるケーブル収容場所から電源ケーブルが取りかされていることを確認しま 

"■す。 

6. 中央き li 補強用のブレースを取り外します （ 中ホ卽補強用のブレースの巧り がし を 参蹈）。 

7. 冷却田エアフ □- カバーを取りかします （ 冷ち D 用エアフローカバーの取りかし を参昭）。 

8. 「 Pl 」、 rp 2」、「 P 3」 および 「 P 4」 のラベルががし、た電源ケーブルコネクタを、システム基板から取り外します。 

9. 配電ユニットをシャーシ届面に固定している3つの巧まネジをゆるめます。 

10. シャーン上のケーブルクリツ义ケーブル配線チャネル、およびケーブル配線ポータルから電源ケーブルを取りタル、配電ユニットをシャーンから持ち上げながら配電ユニットの背面にある電源 
ケーブルを外します。 

心 メモ： をポータルロホ、開口部を上下する脚こヒンジの役割をするアームが付いてし、ます。 



1 

電源ケーブル 

2 

巧束ネジ (3) 

3 

配電 ユニット 

4 

ケーブル配線ポータル (2) 


配電 ユニットの 取り付け 

A 警告： トレーニングを受けたサービスは巧をなホは、コンビュータカバーをホした y コンビュータ巧の部品に曲れないでください。コンビュータ内部の作業を姑める前に、コンピュ 
^ -夕に付属の『巧をにお巧いいただ<ため^を意 J をお読みください。安をにお巧いいただ<ためのベストプラクティスの追な]情まに田しては、規制巧ずホームベージ 

1. 配電ユニットをシャーシ届卽の取りがけネジ上におろし、 3 つの巧まネジを綿めます。 

2. ハードドライブ電源ケーブルを電源ケーブルコネクタ P 8( 上段のベイのハードドライブ)と P 7( 下段のベイのハードドライブがある場合）に接続しなおします。 


3. オプティカルドライブ電源ケーブルコネクタ P 9 をオプティカルドライブの背面に接続します。 






















4. 


コネクタ P7 および P8 とそれぞれのケーブルを、配電ユニットとハードドライブ背面の間に挟み込みます。 


5. コネクタ P1 、 P 2、 および P 3 用の電源ケーブルを、配電ユニットの横にあるケーブル配線ポータルに配線しなおします。 

6. コネクタ P 1 用の電源ケーブルを電源装置ベイの脇じあるケーブル配線クリップじ差し込みます。 

7. コネクタ P 4、 P 5、 および P 6 巧の電源ケーブルを巧のを部に配線しなおします。 

I 残りのケーブル配線ポータル 

I シャーシを部じある 4 つのフアンにおつたケーブル配線チャネル 
I ケーブル配線チャネルの両端にあるシャーシ上のケーブル配線クリッブ 

8. が却用エアフ □- カバーを取りがけます ( 冷ち D 用エアフローカバーの取りかけ を参照）。 

9. 「 Pl 」、 rp 2 j 、「 P 3」 および 「 P 4」 のラベルががしげこ電源ケーブルコネクタを、システム基耐こ接結しなおします。 

10. コネクタ P 5 および P 己を使用している場合は、外側のお弓長力ードケージのケーブル配線用開口部にそれぞれを通し、拡弓長力ードが取り付けられている場合は、ケーブルを祐張力一円こ接続しな 
おします。 



じ メモ； 電源ケーブルコネクタ P 5 および P 6 を使用してし々い場合は、ケーブルガイドを使用して外測の拡張力ードケージと中央部補強用のブレースをよけて通し、シャーン側面にあるチ 
ャネルにを細します。 




1 

電堀ヶーブルコネクタ P 5 

2 

電源ケーブルコネクタ P 已 

3 

ケーブルガイド 

4 

電源ケーブル P 5 および P 6 の収容場巧(未使用時） 


11. 外側の拡張カードケージ、中央の拡張カードケージの順に再び取り付けます (拡張カードケージの 取り付けを 参照）。 


12. 中央卽補強用のブレースを取り付けます （ 中央部ネ甫強用のブレースの取り付け を参照）。 


13. 雷源装置を取りがけまず （ 電源禁置の交 抱 を を照）。 


且夕に屋る 












目次に戻る 


プロセッサ 

Dell Precision "'^ R 5400サービスマニュアル 


♦ プロセッサの取りがし 
♦ プロセッサの取り付け 


A ，?,i 放お!請故技お就認がを’品な7ぶ結铅雨茲為 S 規ち劳雜ミ^^^ 

( www . dell . com / regulatorv compliance ) をご 91< ださい。 


お使いのコンピュータじは、プロセッサを2個取り付けることができます。お使いのプロセッサは、将来、速度と機能が向上したプロセッサに交換してアップグレードできます。をプロセッサとそれぞれの 
内蔵キャッシュメモリは、システム基巧の ZIF ソケットじ取り付けられた LGAdand Grid Array) パッケージに格納されています。 


プロセッサの取り外し 

1. コン ピユータをアップグレードする前じ、 support . dell . com 力、ら コン ピユータ BIOS の最新バージヨンをダウンロードします。 

2. 巧業を開始ずる 前に の 手順を実行します。 

Q を意： ヒートシンクを取りがすとき、プロセッサがヒートシンクにお着してし、たためにソケットから外れる場合があります。ヒートシンクは、ブロセッサがまだ温かいうちに取りかしてくださし、。 
Q ホ意： プロセッサを取り外すなかの目的で、ヒートシンクをプロセッサから取り外さないでください。ヒートシンクは適切な温度を件を巧つために必要な部品です。 



1 

ヒートシンク 

2 

固定ネジ (4) 

3 

プロセッサ 




3. ヒートシンクとサーマルグリースの温度が十分に下がり、ヒートシンクをプロセッサからかせるようじなるまで、 30 抄ほど待ちます。 

4. ヒートシンクがプロセッサから簡単に靜れない場合は、ヒートシンクを左ち交互に慎重に回西させてかします。ヒートシンクをプロセッサから無理に外そうとしなし、でください。 

5. ヒートシンクを持ち上げてブ□セッサから外し、脑に置きまず。 

6. ソケットリリースレバーを巧し開いて外しソケットリリースレバーを上ち向に 90 度引き上げて、ブロセッサをソケットから取りがします。 

7. プロセッサシールドを上方向に持ち上げて、プロセッサが取り出せる状態にしまず。 











































1 

ブロセッサの切り込み （2) 

2 

プロセッサ 

3 

ソケットリリースレバー 

4 

ZIF ソケット 

5 

ブロセッサシールド 

6 

ソケットキー （2) 



8. プロセッサをソケットカ、ら取りかしたら、ソケットじ新ししヴロセッサを取り付けられるように、リリースレバーは立てたままにしておきます。 

Q を意： ブロセッサを取り外す際には、 ZIF ソケットのピンを曲げないように気をつけてください。ピンを曲げるとシステム基板が破損して修復できない場合があります。 

プロセッサの取り付け 


1. 新しいプロセッサをパッケージから取り出します。 


2. プロセッサをソケットじ取り付けます。 


© を童： プロセッサの取り付け位置が間違っていると、電源を入れたときにシステム基板またはプロセッサが完全に損傷してしまう可能性があります。プロセッサをソケットにはめ込む隐は、ソケッ 
卜のピンを曲げないようじち意してください。 

a . 未使用だったソケットに2個目のブロセッサを取り付ける場合は.黒いソケット保護カバーをプロセッサシールドから取り外してくださし、。 
b . プ□セッサのソケットのリリースレバーが完全じ立っていない場合は、垂直じ立てます。 

C. プ□セッサと ZIF ソケットのキーを合わせ、ブ□セッサをソケットにそっと差し込みます。 

Q を意： ブロセッサは強く巧し込まないでください。プロセッサの位置が合っていれば、簡単にソケットに入ります。 
d . プ□セッサシールドを下げます。 

e . プ□セッサがソケットにしっかりと収まったら、ソケットリリースレバーを元の位圏こカチッとはまるまで下ろしてプロセッサを固定します。 

3. ヒートシンクを取りがけます。 

^ メモ： 交換用のヒートシンクがない場合は、 手順5 で取りがしたヒートシンクを巧用します。 

a . サーマルグリースがあらかじめ塗ホされてし、るヒートシンクがプ□セッサキットに含まれていた場合は、ヒートシンク底面のサーマルグリース面から保譯シートを剥がします。 

交換用のヒートシンクがプロセッサキットに含まれていなかった場合は、次の手順を実巧します。 

〇糸<ずの出ない清漂な巧で、 手順5 で取りがしたヒートシンクに残っているサーマルグリースをはき取ります。 

〇プロセッサキットにさまれているグリースパケットを開き、ブ□セッサ上部にサーマルグリースを均等に壁布します。 
b . ヒートシンクをプロセッサの上に置きます。 

C. ヒートシンクの固定ネジを締めます。 


4. コンピュータカバーを取りかけ （ カバーの的り がけ を 参照）.コンピュータを岳お動します。 


コンピュータが起動すると、新ししヴロセツサの巧を力{おな]され、セットアップユーティリティ内のコンピュータ設定情報が自動めに変更されまず。 


5. < F 2> を巧してセットアップユーティリティを起動し、プロセッサ情報が新ししロンピュータ設定情報と一致しているかお詔します(セットアップユーティリティのアクセス方法および使用ち法の詳細 

I こつい T は、祀 ell テクノロジボイド從参照してください）。 


6. コンピュータ該断プログラムを実巧し、新ししヴロセツサが正し〈動作していることを巧詔します。 


システム診がプログラムの実行の詳細じついては . Dell Diaanos む CS (該化）プロヴ ラム を 寒照して<ださい。 












目次に房る 



目次に戻る 

電源装置 

Dell PrecisionTM R 5400 サー ビス マニュアル 

♦ 電源装置の取りがし 
♦ 電源装置の交捜 

A 警告： トレーニングを受けたサービス巧巧をなホは、コンビュータカバーをホした y コンビュータ巧の巧品に触れないで<ださい。コンビュータ内部の作業を巧める前に、コンピュ 
^ -夕に付*の『ををにも’巧いいただくもめ^を意 J を^’読みください。巧をにお巧いいただ<ためのベストプラクティスのおか情巧に田しては、規制巧ずホームベージ 

お使いのコンピュータは、出力800 W 〜900 W の電源装置を1台サポートしてしなす。 


電源装置の取り外し 


1. 作業を開抬ずる 前に の 丰 II 盾を実行します。 

2. 電源ケーブルを電源から外し、ケーブル保持ブラケットからケーブルを巧します。 

3. コンピユータ背面で、電源装置の左側のロックタブをち方向に巧してロックを解除します。電源装置がシャーシからかれるまで、電源装置のハンドルを上に動かします。 

4. 電源装置をまっすぐに引き房して、シャーシから外します。 



II 1 電源装置のハンドル 


2 □ックタブ 


電源装置の交換 


1. 電源装置のハンドルを引き上げた状態で、巧しい電源装置をシャーンに押し込みます。 

2. 電源装置のフエースブレートと同一面になり、ロックタブで固定されるところまでハンドルを下げます。 

じ メモ： 新しい電ミ原装置を取り付けたら、コンピユータが電源装置を認識するまで数秒待ち、正常に動作することを確認します。電源装置のステータスインジケータが緑をに点灯ずれば、電源装置 
M は正常に機能しています。 


且ジに夏る 
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リモートアクセスホストカード(オプション) 

Dell Precision "'^ R 5400サービスマニュアル 


♦ ホストカードの取リイ寸け 
♦ ホストカードの取りがし 


A ， 起 放お!請故技お就認がを廉な7ぶ'請纖た茲為 S 規ち劳雜益^^ 

( www . dell . com / regulatorv compliance ) をご91<ださい。 


本項では、ホストカードの取り付け、取り外しておよび交換方法と.お使いのコンピュータで使用できるデルリモートアクセスソリューションに必要な二なケーブルの接続方まについて説明します。ホストカ 
-ドとリモートアクセスポータルを設定して完全なリモートアクセスソリューンヨンにする方まについては、ホストカードに付属の巧 e は ing Up the Remote Access Solution gmde ぶリモートアクセス 
ソリューシヨンの設定方法ガイド)を参照してください。 


ホストカードの取り付け 

& メモ： ホストカードは 中 ホのお張力ードケージにのみ取り付■けます。 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順を車巧します。 

2. ホストカードを箱から出し取りがけの宰楠をします。 

手順については、力ードに付属のマニュアルを参照してください。 

3. 中央の蛇張力ードケージを取りかします （ 拡張力ードケージの取り かし を 参輯）。 

4. 上側の拡張力ードラッ于を開き、フイラーブラケットを取りかします。 

5. 巧の手順になって、ホストカードを取り付けまず。 

a . 力ードエッジコネクタがライザーボード上の拡張力ードコネクタと揃うように力ードを置きます。 

b . 力ードが完全に装着されるまで、力ードエッジコネクタをライザーボードのコネクタにしっか y 押し込みます。 
こ力ードをコネクタに固定したら、描張力ードラッチを閉じます。 



1 

システム基板上のライザーボードコネクタ 

2 

t 皮弓長力ードラッチ 

3 

中央の拡張カードケージ 

4 

二なケーブル 

5 

ライザーボードの扣;張力ードコネクタ 

己 

ライザーボード 


氏二おケーブル(ホストカードキットに同お)を力ードおよびシステムを佩こ接統します。 















7. すでに取り付けられている拡張力ードがある場合は、お張力ードケーブルを接続しなおします。 


ケーブルの接続については、祐張力一円こ付属のマニュアルを参照してください。 


ホストカードの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手順を実行します。 

2. 中央のおおカードケージを取りかします けに張カードケージの取りが し を参照）。 

& メモ： 必ず、システム基板から二なケーブルを取り外してください。 

3. 巧の手順で拡張力ードを取りかします。 

a . 枕;張力ードラッチを開きます。 

b . お張力ードの上の角をつかんで、お張力ードコネクタから取り外します。 

4. お張力ードを取り外したままじする場合は、まのお張スロットの開口卽に金属藝の フィ ラーブラケットを取り巧け、拡張力ードラッチを閉じます。 

。 メモ ； Federal Communications Commission ( FCC ) 認可規格にコンピュータを準拠させるロホ、をの拡張スロットじフィラーブラケットを取り付ける必要があります。ブラケットは、 
コンピュータ内部にごみやほこりが入るのを防ぎ、コンピュータ内部の冷却や換気を適切な状態に保ちます。 


目次に戻る 
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拡張カードライザーボード 

Dell PrecisionTM R 5400サービスマニュアル 

♦ 中央のライザーボードの取りがし 
♦ 中央のライザーボードの取り付け 


A 警告： トレーニングを受けたサービス巧巧者な外は、コンビュータカバーをホした y コンビュータ巧の巧品に触れないで<ださい。コンビュータ巧巧の作業を始める前に、コンピュ 
^ —夕に付属の『まをにも'巧いいただ < ためのを意 J をお読みください。巧をにお巧いいただ < ためのベストプラクティスのちか情宙に田しては、規制巧守ホームベージ 
( www . dell . com / regulatorv compliance ) をごださい。 

b メモ： ライザーボードを取りかけられるのは中央のお張力ードケージのみで、外測のケージには取り付けられません。 


中央のライザーボードの取り外し 


1. 巧業を閱抬ずる 前に の 手 II 盾を実行します。 


2. コンピュータから中央のお弓長カードケージを取りかします けた張カードケージのおりが し を参鹿）。 


3. お張カードライザーボードからおおカードをすべて取りかします ( 巧:張カードの取り かし を 参照）。 


4. ライザーボードに付いているハ‘ネイ寸きの青いリリースノブを引き起こしながら、ライザーボードが5つのガイドフックからかれるまで、ケージのお張力ードラッチエンドと反対方向にボードを水平に 
ずらします。 



1 

バネ付きリリースノブ 

2 

ガイドフック （5) 

3 

中央の拡張カードケージ 

4 

ケージのお張力ードラッチエンド 

5 

ガイドピン 

6 

ライザーボード 


中央のライザーボードの取り付け 

1. ライザーボードをリリースノブでちえながら，ボード上の対応する巧とガイドピンが合うようにボードをセットします。 

2. リリースノブを起こした巧態で、ボイドフックとリリースノブがカチッと鳴って巧定の位圍こしっかりと収まるまで、ボードを枯;弓長力ードラッチの方向にスライドさせます。 

3. 中央のライザーボードの取り かし の 丰 I 陌3 で取りかした拡張力ードがあれば、取り付けます。 


目次に戻る 
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冷却用エアフローカバー 

Dell PrecisionTM R 5400 サービスマニュアル 

♦ ホ却用 エアフローカバーの 取り外し 
♦ 冷却用 エアフローカバーの 取り巧け 

A 替告： トレーニングを受けたサービス巧巧をなホは、コンビュータカバーをホした y コンビュータ巧の巧品に曲れないで<ださい。コンビュータ内部の作業を巧める前に、コンピュ 
^ -夕に付*の『ををにも’巧いいただくもめ^を 意 J を^’読みください。巧をにお巧いいただ<ためのベストプラクティスのおか 情 巧に巧しては、規制巧ずホームベージ 

^ 蕾告： DIMM は、コンピュータの■巧を切った を もしばら<はちあです。 DIMM が冷えるのを待ってからホ業してください。 

© を意： メモリを却用エアフローカバーを取りかした状態でコンピュータを使巧しないでください。コンピュータがずぐにホーバーヒートし、コンピュータがシャットダウンしてデータが失われるおそれ 
がありまず。 

冷却用エアフローカバーロま、通気によってメモリモジュール （ DIMM ) を;令却する働きがありまず。 


冷却用 エア フロー カバーの 取り外し 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順が実行します。 

2. 中央卽補強用のブレースを取り外します （ 中央卽補強用のブレースの且又り がし を 参蹈）。 

3. 中央の化張カードケージを取り列•します け広張カードケージの取り かし を 参鹿）。 

4. エアフローカバーを持ち上げてシャーシから取り外します。 



1 

フアン （4) 

2 

エアフローカバーのフック （2) 

3 

ホ却巧エアフローカバー 

4 

ファンブラケット（取り外し不可） 

5 

フアンブラケット（取り外し可） 




ホが用 エア フロー カバーの 取 y 付け 

1. エアフ □- カバーを取り付けたときじフックカむアンブラケットに引っかかるように、コンピュータ上でカバーの巧置を合わせます。 
b メモ： フアンにはし2、3、および4のラベルががいています。 

2. 片方のフックがフアン1とフアン2の中央に、もう片方のフックカ{フアン3とフアン4の中央になるように、エアフローカバーをまっすぐにコンピュータ巧に下ろします。 
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スピーカー 

Dell PrecisionTM R 5400 サー ビス マニュアル 

♦ スピーカーの取りかし 
♦ スピーカーの取りせけ 

A 替告： トレーニングを受けたサービス巧巧をなホは、コンビュータカバーをホした y コンビュータ巧の巧品に曲れないで<ださい。コンビュータ内部の作業を巧める前に、コンピュ 
^ -夕に付)■の『ををにも’巧いいただくもめ^を 意 J を^’読みください。巧をにお巧いいただけこめのベストプラクティスのおか 情 巧に巧しては、規制巧ずホームベージ 


スピーカーの 取り外し 

1. 巧業を閱おずる 前に の 手順を実巧します。 

2. スピーカーケーブルをコントロールパネルボードから外します。 

Q を意： コネクタを引っ張ってケーブルを取り巧します。コネクタを取り外す際にケーブルを引っ張らなし巧ください。ケーブルが損傷するおそれがありまず。 



1 

コントロールパネルケーブル 

2 

コントロールパネルボード 

3 

スピーカーケーブル 

4 

な持ブラケット (2) 

5 

スピーカーリリースタブ 

6 

スピーカー 


3. スピーカーに手が届〈ようにするには、コントロールパネルケーブルをコントロールパネルボードから外します。 

4. スピーカーリリースタブを押し下げると、スピーカーを上にスライドさせてシャーシから取りかすことができます。 


スピーカーの 取り付け 

1. リリースタブがカチッと巧をの位置に収まるようまで、スピーカーを保持ブラケットにはめます。 

2. スピーカーケーブルをコントロールパネルボードに接続します。 

3. コントロールパネルケーブルをコントロールパネルボードに接続します。 
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システム基板 

Dell PrecisionTM R 5400サー ビス マニュアル 

♦ システム基巧の取りかし 
♦ システム基巧の取り付け 

A 警告： トレーニングを受けたサービス巧巧をなホは、コンビュータカバーをホした y コンビュータ巧の巧品に曲れないで<ださい。コンビュータ内部の作業を巧める前に、コンピュ 
-夕に付)■の『ををにも’巧いいただくため^を意 J を^’読みください。巧をにお巧いいただ<ためのベストプラクティスのおか情巧に巧しては、規制巧ずホームベージ 

システム基板の取り外し 

1. 巧業を間おずる 前に の 手順を実巧します。 

2. コンピュータの背面にある電源装置から電源ケーブルを巧きます。 

3. お張力ードケージを2つとも取り列■し (拡張力ードケージの取 JML を参照）、 「 P 5」 および rp 6」 のラベルが巧いた電源ケーブルが、力ードケージに取り付けられている描張力ードからも取り外さ 
れてしぶことを確認します。 

4. 中央卽補強用のブレースを取り外します （ 中央卽袖強用のブレースの 取り外し を 参照）。 

5. 冷却用エアフローカバーを取りかします ( 冷却用エアフローカバーの取り外し を参照）。 

6. 「 P 1」、 rp 2」、「 P 3」 および 「 P 4」 のラベルが付し、た電源ケーブルを、システム基巧から取り外します。 



1 

電源ケーブルコネクタ P 1 

2 

ケーブル配線クリッブ(電源ケーブル P 1) 

3 

電源ケーブルコネクタ P 2 

4 

ケーブル配線ポータル(電源ケーブル 

P 1、 P 2、 P 3) 

5 

配電 ユニット 

6 

電源ケーブルコネクタ P 3 

7 

ケーブル配線ポータル(電源ケーブル 

8 

M - ドドライブ让段）電源ケーブルコネク 




































































P 4、 P 5、 P 6) 


夕 （ P 8) 

9 

ハードドライブ(下段)電源ケーブルコネク 
夕 （ P 7) 

10 

オプティカルドライブ電源ケーブルコネクタ 
( P 9) 

11 

SATA データケーブルコネクタ 

12 

ケーブル配線クリップ(電源ケーブル P 4、 
P 5、 P 6) 

13 

ケーブル配線チャネル(電源ケーブル 

P 4、 P 5、 P 6) 

14 

ケーブル配線クリップ(電源ケーブル P 4、 
P 5、 P 6) 

15 

電源ケーブルコネクタ P 4 

16 

電源ケーブル P 5 および P 6 の収容場所 


A 警告： DIMM は、コンピュータの■巧を切った後もしばら < は奋温でず。 DIMM が々えるのを待ってから作業してください。 DIMM は力ードの両端を持ちまず。 DIMM のコンポ 
—キントには巧を触れないでください。 

7. イモリモジュールを取りみします ( メモリモジュールの取り かし を参聞）。 

b メモ： メモリモジュールを取り巧す瞭に、後で正しくのりかけなおすためにソケットの位置を記録しておきます。 

8. ヒートシンクおよびプ□セッサを取りかします ヴロセッサの取りが し を参照）。 

9. コントロールパネルケーブルをシステム基板から外します。 

10. 4つのファンコネクタをシステム基板から取り巧します。 

11. 前面 USB ケーブルコネクタをシステム基板から取り外します。 

12. SATA ^ O , SATA _1、 および SATA _2 データケーブルコネクタをシステム基板から取り外します。 

13. 巧の手順でシステム基板を取り外します。 

a . システム基巧トレイのリリースノブを引き上げます。 

心リリースノブを引き上げたながら、 金属製タブ/ /\ンドルを巧用してシステム基巧トレイをシャーシの手前で向にスライドさせます。 

C. システム基キ反トレイを電源装置ベイから離すようにスライドさせながらシステム基キ反トレイを45度傾けて持ち上げ、シヤーシから取りかします。 


1 2 



1 

システム基お 

2 

金属製タブ//、ンドル 

3 

リリースノブ 

4 

固定タブ 


システム基板の取り付け 


















A 警吿： トレーニングを受けたサービスな巧者なホは、コンピュータカバーをホしたりコンビュータ巧の巧品に tt れないでください。コンピュータ巧巧の作業を始める前に、コンピュ 
^ -夕に付属の『巧をにも’巧いいただくため^を意 J をお tt みください。まをにお巧いいただ<ためのベストプラクティスの追か情なに巧しては、規制巧ずホームベージ 

1. システム基板の青をのリリースノブと金属裝タブ/ハンドルを持ちながら、システム基板トレイを45度傾けた状態でシャーシの中に入れ、シャーシ底面にピッタリ付くまで電源装置ベイの方向 
にトレイを降ろします。 

2. 9個のシステム基板トレイ固をタブすべてが、シャーシ底面にある9個のシステム基板固定ス□ットにしっかりとはまっていることを確認します。 

3. リリースノブのプランジャが所定のは置にロックされるまで、システム 基 巧トレイをシャーシの背面方向へスライドさせます。 

4. ヒートシンクおよびプ□セッサを取りがけます （ ブロセッサの巧りけけ ホ参聞）。 

5. メモリモジ ュー ルを取りかけます （ メモリモジュールの巧り がけ が 参昭）。 

6. コントロールパネルケーブルをシステム基板に巧結します。 

7. 4個のフアンコネクタをシステム基板に接続します。 

8. 前面 USB ケーブルコネクタをシステム基板に}ま続します。 

9. SATA _0, SATA _1, および SATA _2 データコネクタをシステム基板に接結します。 

10. rpij , rp2 」、 「 P 3」 および 「 P 4」 のラベルががし、た電源ケーブルをシステム基板に巧結します。 

11. 冷苗]巧エアフローカバーを取りがけます （ 冷が用エアフローカバーの取りけけ を参睛）。 

12. 植張力ードケージを取りがけます （ 破張カードケージの取り村 ■け を 参熙）。 

13. 中央き li 補強用のブレースを取りがけます （ 中央卽補補用のブレースの取りがけ を参熙）。 

14. コンピュータカバーを取りかけます （ カバーの的りがけ ホ参照）。 
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Dell Precision … R 5400サー ビス マニュアル 

b メモ： メモは、コンピュータをほいやすくするための重要な情報を説明しています。 

〇 を意： ま意は、/\ードウエアの損傷やデータの損失の可能性を示し、その危険を回避するための方法を説明しています。 

么 警告： 警告は、巧的損ち、けが、または死亡の巧因となる可お性がわることを示します。 

Deir " n シリーズコンピュータをご購入いただいた場合、このマニュアルの Microsoft ® Windows ® オペレーティングシステムについての説明は適巧されません。 

この文書の情«は、事前の通巧な < 変更されることがあ y ます。 

© 2008 すべての着巧権は Dell Inc. にちります。 

Dell Inc . の書面による許可のない複製は.いかなるお勒こおいてもあ重に禁じられています。 

本書で巧用され てし、 る商语 につし、て： Del し DELL ロゴ 、I nspiron、Dell Precision 、 DellConnect 、 Dimension . OptiPlex 、 Latitude . PowerEdge . PowerVault 、 PowerApp , Dell OpenManage および YOURS IS HERE ロゴ 
は 、 Dell Inc . の商標です。 Bluetooth は Bluetooth SIG Inc . が巧有するき録商读で . Dell Inc . が許可を得て巧巧しています。 Microsoft 、 Windows . および Windows Vista . および Windows のスタートボタンのロゴはホ 
国その化の国における Microsoft Corporation の商语またはき録商標です。 

この文害では.上記記かの商读およびをなちが巧用されている場合があリます。これらの商读や会社をは.一切 Dell Inc . じ插属するものではありません。 

2008年6月 Rev.AOO 


且夕に屋る 
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トラブルシューティング 

Dell PrecisionTM R 5400 サーピスマニュアル 

♦ 問題の锅ミ央じ没立つ情報 

♦ Dell Diagnostics (該 が)プログラム 

♦ 問題の锅巧 

♦ Dell テクニカル更新サービス 

A 替吿： トレーニングをまけたサービス巧巧をな外は、コンビュータカバーをホしたりコンビュータ巧の巧品に«れないで<ださい。コンピュータ巧巧の作業を始める前に、お使いの 
心 コンビュータに同巧の、安全にお巧いいた^ミ<ための^意を参巧してください。安全にお巧いいただくためのベストプラクティスのち加情巧に関しては、規制旧サホームぺージ 

么 蕾告： カバーを曲く前にコンビュータの■巧プラグを必ずコンセントから巧いてください。 


問題の解決に役立つ情報 


電源ライト 

コンピュータの前面にある電源ボタンライトは、点滅したり点灯することでな下のさまざまな動巧が態を示します。 

I 電源ライトが緑色に点巧していて、コンピュータの反応が信止した場合、 訟断 ライト を をおしてください。 

I 電源ライトが緑をで点;巧している場合、コンピュータはスタンバイモードに入っています。キーボードのキーを巧したり、マウスを動かしたり、電ミ原ボタンを巧したりすると、通常の動作が再開され 
ます。 

I 電源ライトが消灯している場合は、コンピュータの電源が切れているか、電力が供給されていません。 

〇電源ケーブルをコンピュータ背面の電源コネクタとコンセントの両方にしっかりと装着しなおします。 

〇コンピュータが電源タップじ巧続されている場合、電源タッブカ{コンセントに接続されていて電源が入ってし、ることを確認します。 

〇電源保譲装置、電源タップ、電源延長ケーブルなどをお使いの場合、それらを取り外してコンピュータに正しく電源が入るか確認します。 

〇電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントが機能してし、るか確認します。 

〇電源ケーブルおよび前面パネルケーブルがシステム基巧にしっかりと接続されていることを確認します (をろ五ふ基抵を 参照）。 

I 電源ライトが黄をに点灯してしぶ場合は、デバイスが誤動作してしぶか正しく取りかけられてしぶい可能性があります。 

〇 メモリモジュールを取り外して、取り付けなおします （ システムメモリ を 参照）。 

〇すべての力ードを取りかしてから尝着しなおしまず けた 張力ード を 参昭）。 

I 電気のな妨害を解消します。電気のな妨害の原因には、次のものがあります。 

〇電源、キーボード、およびマウス延長ケーブル 
〇電源タップにあまりにをくのデバイスが巧続されている 
〇同じコンセントに複数の電源タツブカリき続されている 


診がライト 

A 警告： コンビュータ巧却の作業を巧めるがに、お巧いのコンピュータに同巧の、ち全にお巧いいただ<ナこめのを意を参おしてください。ま全にお巧いいただくためのベストプラクテ 
イスのちな]情巧に巧しては、 www . dell . com の規制巧守ホームぺージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご!!<ださい。 

問題の内容が分かりやす<なるように、コンピュータの前面パネルに ri 」、 口」、「3」、および「4」とラベルのついた4つのライトがあります。コンピュータが正常に起動している場合、ライトは点滅してから 
消灯します。コンピュータが誤巧動して L ぶ場合、ライトのバターンから何が問題になっているのかを確認できます。 

^ メモ： POST の完了を、オペレーテインヴシステムが起動する前に4つのライトがすべて消灯します。 

POST 実行中の診断用ライトコード 


ライト バ ターン 

巧 B の内容 

推巧される巧 置 


コンピユータは通常のホフの化態か、 
または BIOS モードに入る前に憧害 

正常に電力が供給されてし、るコンセントじコンピュータを接結し、電源ボタンを押します。 


















00©© 

が発生している可能ながあります。 


00(3)0 

BIOS 垣害が発生した可能性があり 
ます。コンピュータは修復モードになっ 
ています。 

1 BIOS 修復ユーティリティを実巧し、 BIOS の修復処理が完了するのを待って、コンピュータを再起動しまず。 

1それでも PS 頭がおみしむい場合は.デル1こお P 占い合わサ<ださい（デルへのお PS い合わサホ惹お）。 

00(3)0 

ブロセッサに不具合がを生した可能性 
があります。 

1プロセッサホ装着しむおします（プロセッサホを照）。 

1それでも Pol 頭が解みしない場合は、デル1こお Pol い合わせください(デルへのお PdU ' 合わせを参照）。 


メモリモジュールが検出されました 
が、メモリ障害が発生してし巧す。 

1 2つ P 1 上のメモリモジュールが巧り付けられている場合はモジュールを巧りかし(システムメモ1ホき鹿）.1つのモジュールを 

取り付けなおしてコンピュータを再起動します。コンピュータが正常に起動する場合は、障害のあるモジュールを特定する力、、ま 
たはエラーがを生しないまますベてのモジュールを取り付けなおすまで、残りのメモリモジュールを1つずつ追加していきま 
す。 

1同じ桂轟で動作確認清みのメモリがある場合は、そのメモリをコンピュータに取りがけます（システムメモリホ参照）。 

1それでも PS 頭がおみしむい場合は.デルにお P 占い合わサ<ださい（デルへのわ PS い合わサ东参照）。 

田◎③ @ 

グラフィックカードの障害が発生した可 
能性があります。 

1 巧りがけられているすべてのヴラフィックカードを誤創ぶおします（拡張力ードネを照）。 

1 正常に動作することが分かっているグラフィックカードがある場合、そのカードをコンピュータに取り付けます。 

1それでも PS 顏がちむ尖しむい場合は.デル(こお P 占い合わサ<ドさい（デルへのお PS い合わサホを鹿）。 

©◎◎の 

ハードドライブに障害が起こっている 
可能性があります。 

1 すべての電源ケーブルおよびデータケーブルを接統しなおし、コンピュータを再起動します。 

1それでも Pci 頭ががみしない場合は、デルにお Pol い合わせ〈ださい(デルへのお問い合わせを参照）。 

©◎◎の 

USB の障害が発生した可能性があり 
ます。 

1 すべての USB デバイスを取り付けなおし、ケーブル接続を確認して、コンピュータを再起動します。 

1それでも Pci 頭ががみしない場合は、デルにお Pol い合わせ〈ださい(デルへのおド。1い合わせを参照）。 

0000 

メモリモジュールが検出されません。 

1 2つな上のメモリモジュールが巧り付けられている場合はモジュールを巧りかし(システムメモ1ホき鹿）.1つのモジュールを 

取り付けなおしてコンピュータを再起動します。コンピュータが正常に起動する場合は、障害のあるモジュールを特定する力、、ま 
たはエラーがを生しないまますベてのモジュールを取り付けなおすまで、残りのメモリモジュールを1つずつ追加していきま 
す。 

1同じ桂轟で動作確認巧みのメモリがある場合は、そのメモリをコンピュータに取りがけます（システムメモリホ参照）。 

1それでも PS 頭がおみしむい場合は.デル1こお P 占い合わサ<ださい（デルへのお PS い合わサ东参照）。 

00(3)© 

システム基板の障害が発ちしました。 

1デルにお Pp 3 い合わサください（デルへのお問い合ねサを参昭）。 

O ©( D 0 

メモリモジュールは検出されました 
が、メモリの構成エラーまたは互換性 
エラーが存在します。 

1 メモ1巧ジュール/ メモリコネク々の配置じ特別む話置畢件がないこ《^ホ巧韶します（システムメモ|巧を踊）。 

1 ご使用のメモリがお巧いのコンピュータでサポートされていることを確認します（システムメモリを参照）。 

1 PS 額がおみしない場合は.デルにお巧いちわサください（デルへのお P 占い合わサネ参照）。 

0©( D 0 

システム基板のリソースおよびハード 
ウェアのどちらかまたは両方の障害が 
発生した可能性がありまず。 

1 オペレーティングシステムの復元方法については、 おがいのコンピュータの! f セットアップおよびクイックリファレンスガイド蛇参 
照してください。 

1それでも PS 顏がちむ尖しむい場合は.デル(こお P 占い合わサ<ドさい（デルへのお問い合わサホを鹿）。 

0( D (3)0 

お巧カードの慣害が発生した可能性 
があります。 

1. ヴラフィックカード Pi かの祝巧力ードを1つおりがしてコンピュータホ S お動し (搞張力ードネ 参お）.コンフリクトがを牛している 
かどうかを調べまず。 

2. 問題が解みしない場合は、取りかした力ードを取り付け、別の力ードを取りかして、コンピュータを再起動します。 

3. 取り付けられてしぶそれぞれの拡お力一円こついて、この手1頃を操り返します。コンピュータが正常に起動する場合は、コンピ 
ュータから最後に取りかしたカードのリソースコンフリクトのトラブルシューティングを行います（オペレーティングシステムの復 
元方まについ订ホ、お使いのコンピュータの f セットアップおよびクイックリファレンスカ V ド i を参照して〈ださし、）。 

4. それでも P □1顏がお決しない場合は、デル l こお P 月い合わせください(デルへのお P 。 U ^合わせを参照 ）n 

0©@0 

別の障害が発生しました。 

1 すべてのハードドライブおよび CD/DVD ドライブのケーブルがシステム基板に正しく接統されていることを確認します(システ 
ム基抵 を参照)。 

1デバイス(ハードドライブなど)に問題があることを示すエラーメッセージが画面に表示されている場合は、デバイスが正し<機 
能しているか巧設して〈ださい。 

1 オペレーティングシステムがデバイス ( CD/DVD ドライブなど)から起動しようとしている場合は、セットアップユーティリティ 
(祀 ell テクノロジガイド赃参照）を使用して、コンピュータに取り付けられてしぶデバイスの起動順をが適切かどうかを確認しま 
す。 

1それでも PS 顏がちむ尖しむい場合は.デル(こお P 占い合わサ<ドさい（デルへのお PS い合わサホを鹿）。 


ビープコード 

モニタには エラー も お 題もき示されなくても、コンピュータの起動時にビープ音が連続して鳴ることがあります。たとえば、短いビープ音を3回繰り返すビープコードがあります。燥り返すビープ音は、コ 
ンピュータでシステム基キ反障害の可能性が検出されたことを知らせています。 

お使いの コン ピュータの起動谢こ、ビープ音が連統して鳴る場合じは、巧の手順に従います。 








































1. ビープコードを書き留めます。 

2. Dell Diagnostics (訟肌プ□グラムを実巧し.巧頭を詳しく調杳します （ Dell Diagnostics (該が)プログラム ホをお）。 


コード 

巧因 

2回短く、1回長く 

BIOS チェックサムエラー 

1回長く、3回短く、2回短く 

メモリ エラー 

1回短く 

F 12 キーが押されている 


コード(巧いビ 
ープ音の繞り 
巧し回数） 

説巧 

巧巧されるか置 

1 

BIOS チて ックサム摩害。システム基 
巧に障害が発生している可能性があ 
ります。 

デルにおいちわサください （デルへのお Pp 3 い合わ廿 をを强）。 

2 

メモリモジュールが検出されません。 

1 2つ W 上のメモ IJ モジュールががりがけられている場合はモジュールを巧りかし（システムメモ U 奈を晓 ）. 1つのモジュールを巧り 

付けなおしてコンピュータを再起動します。コンピュータが正常に起動する場合は、障害のあるモジュールを特定するか、またはエラ 
一が発生しないまますベてのモジュールを取り付けなおすまで、残りのメモリモジュールを1つずつ追加していきまず。 

1同じ種穎で動作確認済みのメモリがある場合は、そのメモリをコンピュータに取りがけます（システムメモリをを照）。 

1それでも巧頭がおみしない場合は、デルにお PS い合わせ<ださい(デルへのお PS い合わせを参照）。 

3 

システム基巧に廣害が発生している 
可能性があります。 

デルにお問い合わせください （デルへのお問い合わせを 参照）。 

4 

RAM 書き込み/読み取り障害。 

1 メモリモジユール/ メモ U コネクタの配置に特別な託置割牛がなしにトホ巧試します（システムメモ U をきお）- 

1 ご巧用のメモリがお使いのコンピユータでサポートされていることを確認します（システムメモリを参照）。 

1 P 占き頁が解みしない場ちは-デルにお PS い合わサください（デルへのお Pol いちわサ本きお）。 

5 

リアルタイムクロック廣害。バッテリー 
またはシステム基板に暗害が発生し 
ている可能性があります。 

1 バッテリーをで巧します（バッテ IJ - の夕巧ホき照）。 

1 Pol 頻が解みしない場合は、デルにお問い合わせください(デルへのお問い合わせをを,頃）。 

6 

ビデホ BIOS テスト障害。 

デルにお問い合わせ < ださい （デルへのお問い合わせを 参照）。 


システムメッセージ 

^ メモ： 表示されたメッセージが表にない場合は、オペレーティングシステムか、メッセージが表示されたときに実巧していたプログラムのマニュアルを参照してください。 


Ale け! Previous attempts at bootina this comouter have failed at checkpoint [nnnn].For help in resolvina this problem, please note this checkpoint and 
contact Dell Technical Support (警 吿；前回このシステムをを動しようとして、チェックポイント [nnnn] でた改しました。巧届を保みするには、このチェックポイントをメモしてデルテ 

クニカルサポートにお田いをわせ <ださい）一 3回連続して起動ルーチンを最後まで処理しようとしましたが、毎回同じエラーがを生して失がしました(サポートじ連絡する場合は デルへのお問い合 
ね 立を 参照)。 


CMOS checksum errorCCMOS チェックサムエラー）ー マ ザーボードに廣害が発生しているか、または RTC バッテリーの巧量がほ下している可能性があります。バッテリーを交換してくださ 
い。 バッテリーの交 巧 を を照して交巧ずるか. デルへのお問い合わせ を 見てサポートじ津絡します。 


CPU fan failure(CPU フアン障害）ー プロセッサのファンで障きがを生しています。プロセッサのファンホを巧します （ プロセッサ ををお）。 


Hard-disk read failure (ハードディスクドライブ読み巧 y 障害）ー ハードドライブ起動テスト中にハードドライブ廣害が発生した可能性があります(サポートを受けるには デルへの左固し、をわせ 
を参照)。 


Keyboard failure (キーポード障害）ー キーボードに障害があるか、またはキーボードケーブルが緩んでいる可能ながあります (まニボニビを固亟を 参照）。 


No boot device available (ち動デバイスがわりません）ー コンピユータが、起動可能なデバイスまたはパーティシヨンを見つけられません。 

〇ハードドライブが起動デバイスの場合、ケーブルがドライブじ適切に取り付けられていて、起動デバイスとしてパーティシヨン分割されていることを確認します。 

〇セットアップユーティリティを起動して、起動順をの情報が正しいか確認します(セットアツブユーティリティのアクセスちまおよび使巧方まについては、祀 ell テクノロジカ’イド庇参照）。 


No timer tick interrupt (タイマーチック割り & みな号があ y ません）ー システム基巧上のチップが誤動作しているか、またはマザーボードで垣害が発生している可能性があります(サポートを 
受けるには デルへのお問い合わせを 参照）。 


NOTICE - Hard Drive SELF MONITORING SYSTEM has reported that a parameter has exceeded its normal operating range.Dell recommends that you 
back up your data regularly.A parameter out of range may or may not indicate a potential hard drive problem. (を意-ハードドライブの自百ち巧システムから、 
パラメーターが巧巧の動作®囲をなえていることがぶ巧されました。デルではデータをち期的にバックアップすることをお勧めしています。パラメーターが巧囲を超えても、ハードドライ 
ブに旧 S が発生しているかどうかはきかではありません。）一 S . M . A . R . T エラーです。 HDD じ障害が発生している可能性があります。 この 機能はセットアッブユーティリティでも効または巧細こ 



































できます(セットアツブユーティリティのアクセス方まおよびな巧方まについては、祀 ell テクノロジボイド游参照）。 


ハードウ X アに関ずるトラブルシューティング 

デバイスが 0S のセットアップ中に検なされない、または、おそ日されても設定が正し〈ない場合は、ハードウェアに関するトラブルシューティングを利用して 0S とハードウェアの不適合の問題を解みでき 
ます。 

Windows® Vista® ； 

1. Windows Vista スタートボタン も をクリックして、ヘルプとサポートをクリックします。 

2. 検索フィールドに、 hardware troubleshooter と入力し、 <Enter> を}甲して検索を開おします。 

3. 検索結まのうち、問題に一番おいオプションを選び、それな降のトラブルシューティング手順じがいます。 

Windows XP. 

1. スタートーヘルプとサボートをクリックします。 

2. 検索フィールドに M- ドウェアのトラブルシューティングと入力し、 <Enter> を押して検索を開始します。 

3. 阳坦を保みする セクションで、"ー ドウェアのトラブル シュー ティングを クリックします。 

4. /、ードウエアに関するトラブルシュー ティングの一黄で、問題に一番近いオプションを選巧し、 巧へ をクリックしてトラブルシューティングのそれな降の手順に従います。 

Dell Diagnostics (診断） プログラム 

A 警告： コンビュータ巧却の作業を巧める前に、お巧いのコンピュータに同巧の、まをにお巧いいただ<もめのを意を参巧してください。ま全にお使いいただ<ためのベストプラクテ 
ィスの追な]情報に田しては、 www . dell . com の規制旧守ホームベージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご9|<ださい。 

Dell Diagnostics (診断）プログラムを使用する場合 

コンピュータに問題がを生した場合、デルにお問い合わせじなリサポートを受ける前に、 固壁の避を のチェック事項を実斤してから、 Dell Diagnostics (診断)プログラムを実斤します。 

Dell Diagnostics (彭断)プログラムは、 M- ドドライブから、またはコンピュータに付属の祀 rivers and Utilities かディアから起動できます。 

^ ゾモ： 祀 rivers and Utilities かディアはオプションなので、出荷時にすべてのコンピュータにが属してし、るわけではありません。 

^ メモ： Dell Diagnostics (診断）プ□グラムは、 Dell コンピュータ上でのみ動作します。 

Dell Diagnostics (診断）プログラムをハードドライブから起動する場合 

Dell Diagnostics (餘断)プログラムを実行する制こ、セットアップユーティリティ(手II頃は祀 ell テクノロジガイド旋参照)を起動してコンピュータの設定情巧を参照し、テストするデバイスがセットアッブ 
ユーティリティに表示され、アクティブであることを確認します。 

Dell Diagnostics (該断)プログラムは、 M- ドドライブの個別彭断ユーティリティパーティションに格納されています。 
b ゾモ： コンピュータに国面イメージが表示されない場合は、デルまでお問い合わせください （ デルへのお問い合わせ を 参輯）。 

1. コンピュータが、正常に動作することが確認されてし、るコンセントに接続されていることを確かめます。 

2. コンピュータの電源を入れます(または再起動します）。 

3. DELL のロゴが表示されたら、すぐに <F12> を巧します。 

。 メモ： キーを長<押したままじすると、キーボードエラーがを生する場合があります。キーボードエラーを回避するには、 <F12> を巧して巧す操作を等間隔で巧って起動デバイスメニュ 
-を開いて〈ださい。 

キーを押すタイミングが遅れてオペレーティングシステムのロゴが表示されてしまったら、 Microsoft Windows デスクトップがき示されるまでそのまま待磯し、コンピュータをシャットダウンして 
操作をやりなおして〈ださい。 

4. 上下矢印キーを巧用して起動メニューから Diagnostics を選巧し、 <Enter> を巧します。 

起動前システムアセスメント （PSA) が実斤されます。 PSA は、システム基板、キーボード.ディスプレイ、メモリ、/、ードドライブなどを対をとしたネ刀巧テストを連続して実行します。 

I 確認メッセージが表示されたら、応まを入力します。 





I 巧頭がお出された場合は.エラーコードホ書き留め. デルへのお問い合わせ をを照して〈ださい。 

I PSA が正常に終了すると 、 Booting Dell Diagnostic Utility Partition . Press any key to continue(Dell 該 Bf ユーテイリテイパーテイシヨンの起動中。いずれか 
のキーを巧すと続行します）というメッセージが表示されます。 

。 メモ： Diagnostics (診が)ユーティリティパーティシヨンが検出されなかったとしうメッセージが表示された場合は、祀 rivers and Utilities かディアから Dell Diagnostics (該が)プロ 
グラムを実行します ( Dell Diagnostics (訟断)ブログラムを 『Drivers and Utilities ^ メディアから起動す る 場合 を参,頃）。 

5. 巧意のキーを巧すと、/\-ドドライブ上の診断ユーティリィティパーティシヨンから Dell Diagnostics (診断)ブログラムが起動します。 

6. < Tab > を巧して Test Computer を選巧し、 < Enter > を巧します。 

。メモ； Test Computer を選択して、コンピュータの完全なテストを実行することをお勧めします。 Test Memory を選巧すると、おおメモリのテストが開おされます。このテストが完了 
するまで 30 分な上かかる場合があります。テストが完了したら、テストの結まを記録し、任意のキーを巧して前のメニューに戻ります。 

7. Dell Diagnostics (診断)プログラムのメインメニューで、マウスをクリックするか、 < Tab > を巧してから < Enter > を巧して、実行ずるテストを選巧します (Dell Diagnostics (診断_)プロク:云 
ムのメインメニュー をを照)。 

。 メモ： エラーコードと問題の説明を正確にそのまま書き留め、画面の指示に巧います。 

8. すべてのテストが完了したら、テストウィンドウを閉じ、 Dell Diagnostics (診断）プ□グラムのメインメニューに戻ります。 

9. メインメニューウィンドウを閉じて Dell Diagnostics (該巧)プログラムを終了し、コンピュータを再起動します。 


Dell Diagnostics (診断）プログラムを 『Drivers and Utilities 』 メディアから起動する巧合 

Dell Diagnostics (診断)ブログラムを実巧する前に、セットアップユーティリティ(手 I 旧は祀 ell テクノロジガイド從参照)を起動してコンピュータの設定情報を参照し、テストずるデバイスがセットアップ 
ユーティリティに表示され、アクティブであることを確認します。 

1. 祀 rivers and 川 ilities がディアをオプティカルドライブに挿入します。 

2. コンピュータを再起動します。 

3. DELL のロゴが表示されたら、すぐに < F 12> を巧します。 

じ メモ； キーを長<押したままにすると、キーボードエラーがを生ずる場合があります。キーボードエラーを回避ずるロホ、 < F 12> を巧して巧す操作を等間隔で行って起動デバイスメニュ 
-を開いて化さい。 

キーを押すタイミングが遅れてオペレーティングシステムのロゴが表示されてしまったら、 Microsoft Windows デスクトップがき示されるまでそのまま待磯し、コンピュータをシャットダウンして 
操作をやりなおしてください。 

4. 起動デバイスの一黄が表示されたら、上下矢印キーをほ用して Onboard or USB CD-ROM Drive を m イライト表示し、 < Enter > を押します。 

。メモ： 1 回だけの起動メニューを選巧すると、今回の起動に限り起動 I 煩をがを要されます。再起動すると、コンピュータはセットアップユーティリティで指定された起動順前こがって起動し 
ます。 

5. 任意のキーを巧して、 CD/DVD から起動ずることを確定します。 

キーを押すタイミングが遅れてオペレーティングシステムのロゴが表示されてしまったら、 Microsoft Windows デスクトップがき示されるまでそのまま待磯し、コンピュータをシャットダウンして 
操作をやりなおして〈ださい。 

6. 1 を入力して Run the 32 Bit Dell Diagnostics を選巧しまず。 

7. Dell Diagnostics Menu で、 1 を入力して Dell 32 -bit Diagnostics for Resource CD(graphical user interface ) を選巧します。 

8. < Tab > を巧して Test Computer を選巧し、 < Enter > を巧します。 

。メモ； Test Computer を選択して、コンピュータの完全なテストを実行することをお勤めします。 Test Memory を選巧すると、おおメモリのテストが開おされます。このテストが完了 
するまで 30 分な上かかる場合があります。テストが完了したら、テストの結まを記録し、任意のキーを巧して前のメニューに房ります。 

9. Dell Diagnostics (該巧)ブログラムのメインメニューで、マウスをクリックするか、 < Tab > を巧してから < Enter > を巧して、実行するテストを選おします (Dell Diagnostics (餘断)プログラ 
ムのメインメニュー をを照)。 

。 メモ： エラーコードと問題の説明を正確にそのまま書き留め、画面の指示に従います。 

10. すべてのテストが完了したら、テストウィンドウを閉じ、 Dell Diagnostics (診断）プログラムのメインメニューじ戻ります。 








11 . 


メインメニューウィンドウを閉じて Dell Diagnostics (該断)プログラムを終了し、コンピュータを再起動します。 


12. 祀 rivers and U 川 ities かディアをオプティカルドライブから取り出します。 


Dell Diagnostics (診断）プログラムのメインメニユ ー 

Dell Diagnostics (診が)プログラムが口ードされると、レ: i 下のメニューが表示されます。 


オプション 

檐 化 

Test Memory 

スタンドアロンメモリのテストを実斤 

Test Computer 

コンピュータ彭断プログラムを実行します。 

Exit 

彭断ブログラムをお了します。 


<Tab> を巧して、実巧するテストを選巧し、 <Enter> を}甲します。 


b メモ： Test Computer を選巧して、コンピュータの完全なテストを実巧することをお割めします。 Test Memory を選巧すると、拡張メモリのテストが開始されます。このテストが完了するま 
で30分な上かかる場合があります。テストが完了したら、テストの結果を記録し、任意のキーを巧してこのメニューに戻ります。 


Test Computer を選巧すると、な下のメニューが表示されます。 


オプション 

機化 

Express Test 

コンピュータデバイスのクイックテストを実巧します。このテストは通常 10 〜 20 分かかります。 

メモ： Express Test ではューザーの巧巧は必要あ y ません。最抑こ Express Test を実行すると、巧 B をすばやく持まできる可お性が増します。 

Extended Test 

コンピュータデバイスの完全なチ： L ックを実斤します。このテストは通常1時間な上かかる可能性があります。 

メモ： Extended Test では、表示される質邸こユーザーが回答を入力する必堂があります。 

Custom Test 

特定のデバイスをテストしたり、実巧するテストをカスタマイズする場合に使巧しまず。 

Symptom Tree 

このオプションでは、発生してし、る問題のをがに基づいたテストを選おできます。このオプションは、最も一解:的なをがを一黄表示します。 


b メモ： コンピュータのデバイスの完全なチェックを実行する場合は、 Extended Test を選択することをお勤めします。 


テスト中にお題が検出されると、エラーコードと問題を説明するメッセージが表示されます。エラーコードと問題の説明を正猫こそのまま書き留め、画面の指示に従います。問題を解みできない場合は、 
デルにお巧い合わせ〈ださい （ デルへのお問い合わせ ホ参照）。 


& メモ： お問い合わせの際は、サービスタグをご巧意ください。お使いのコンピュータのサービスタグは、をテスト画面の上部にありまず。 


レ: TF のタブには、 Custom Test または Symptom Tree オプションから実行されるテストの追加情報が表示されます。 


タブ 

mm 

Results 

テストの結ま、および発生したすべてのエラーのが態を表示します。 

Errors 

検出されたエラーが態、エラーコード、問題の説明が表示されます。 

Help 

テストの説明が表示されます。テスト実行の要件があれば、その説明も表示されます。 

Confiauration 

選识したデバイスの/\ードウエア構巧が表示されます。 

Dell Diaanostics (該巧)ブログラムでは、セットアップユーティリティ、メモリ、およびを種内部テストからすべてのデバイスの構成情報を取得して、画面ちのウィンドウのデバイス 
一黄に表示しまず。 

メモ： デバイスー監には、コンピューかこ取り付けられたコンポーネントやコンピュータに巧続されたデバイスのを前がすべて表示されるとは限りません。 

Parameters 

必要に応じてテストの設定を変更し、テストをカスタマイズすることができまず。 






















問題の解み 

コンピュータのトラブルシューティングについては、巧のヒントに従ってください。 

I 卽品を追加したり取りかしたをに問題が発生した場合、取り巧け手順を見直して、部品が正しく取り付けられているか確認します。 

I 周辺谜おが機能しない場合、デバイスが適切に接結されているか確認します。 

I 画面にエラーメッセージが表示される場合、メッセージを正祖ソモします。このメッセージは、サポート担当者が問題を彭断およびおミ夫するのに役立つ場合があります。 

I プ□ヴラムの実行中にエラーメッセージが表示される場合、そのプログラムのマニュアルを参昭丄てくださし、。 

。 メモ： このマニュアルの 手順は、 Windows のデフオルト表示を想定として記述しているため、お使いの Deir -^ コン ピュータを Windows クラシック表示に設定していると動作しない場合があ 
ります。 


バッテリーの問題 


A 警吿： 巧しいバッテリーの巧りがけ方が向这っていると、巧おするをおがをります。バッテリーは、同じタイんまもはおを兄がおちする同#タイプのバッテリとのみ交おして<だ 
^ さい。巧用まみのバッテリーは、製造元の巧示に巧って巧窠してください。 

A 警吿： コンビュータ巧巧の作窠を巧める前に、お巧いのコンピュータに同巧の、を全にお巧いいただ<ためのを意を参おしてください。ま全にお巧いいただけこめのベストプラクテ 
イスのちな]情巧に巧しては、 www . dell . com の規が旧守ホームぺージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご!!ください。 

バッテリーをを換しますー コンピュータの電源を入れた後、時刻と日付の情報を躁リ返しリセットする必要がある場合、または起動時に間違った時刻や日がが表示される場合は、バッテリーを交換し 
ます （ バッテリーの交袍 をき照）。それでもバッテリーが正常に機能しない場合は.デルにお問い合わせ<ださい （ デルへのお問い合わせ ホを踊）。> 

ドライブの問題 

A 警吿： コンピュータ巧巧の作窠を巧める前に、おないのコンビュータに同巧の、を全にお巧いいただ<ためのま意を#照してください。巧全にお巧いいただ<ためのベストプラクテ 
イスのちな]情巧に K しては、 www . dell . com の規制旧守ホームぺージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご！!<ださい。 


Microsoft © Windows がドライブを K 靡しているか宿 K します一 

Windows Vista ： 

I Windows Vista スタートボタン®をクリックして、コンビュータをクリックします。 

Windows XP ； 

I スタートをクリックして、マイコンピュータをクリックします。 

ドライブが一黄に表示されていない場合、アンチウイルスソフトウェアの完全スキャンを実巧してウイルスの感染チェックとウイルス駆除を巧います。ウイルスが原因で Windows がドライブをお出でき 
ないことがあります。 

ドライブをテストします一 

I 元のドライブ(こ欠陥がないことを確認するためじ、別のディスクを入れます。 

I 起動可能ディスクを挿入して、コンピュータを再起動します。 

ドライブまもはディスクをクリーニングします一 手順については、祀 ell テクノロジガイド雁参おしてくださし、。 

ケーブルの巧巧を巧なします 

ドウェアに巧するトラブルシューティングを実斤しますー ハードウェアに閱するトラブルシュー ティング を 参睛してください。 

Dell Diagnostics (該断) プログラムを 実行します - Dell Diagnostics (診断けロゲ ラム を 参輯してくピさい。 

オプティカルドライブの問題 

Wa メモ： 高をオプティカルドライブの振動は一般的なもので、ノイズを引き起こすこともありますが、ドライブやメディアの異常ではありません。 
b メモ： 国によってリージョンが違ったり、ディスクフォーマットにもを種あるため、 DVD ドライブで再ちできない DVD もあります。 

Windows の音量を旧 S しモす一 

I 画面ち下隅にあるスピーカーのアイコンをクリックします。 

I スライドバーをクリックし、上にドラッグして、音量が上がることを確認します。 

I チェックマークの付いたボックスをクリックして、サウンドがミュートに設定されていないか確認します。 


スピーカーと サブ ウーハーを 巧 B しますー サウンドとスピーカーの間 頭 を を照してください。 







オプティカルドライブへの書き込みの問お 


その化のプログラムを R じますー ホブティカルドライカホ、データの書きをみ中、一定したデータの流れを必裏とします。データの流れが中断されるとエラーがを生しまず。オプティカルドライブへの 
書き込みを開おする前に、すべてのプログラムを終了してください。 

ディスクに»き込む前に、 Windows のスタンバイモードをオフにします一 省電カモードについては、祀 ell テクノロジガイド能参照する力、、 Windows のヘルプとサポートで厂スタンバイ_/とし、う 
キーワードで検索して試当するトピックを参照してください。 

ハードドライプの問題 

チェックディスクを実行します一 


Windows Vista ： 



2. 口ーカルディスク （ C :) をちクリックします。 

3. プロパティーツールーチェックするをクリックします。 

ユーザーアカウント制が ウィンドウがき示される場合があります。コンピュータのシステム管理者の場合は、 な 巧をクリックします。そうでない場合は、目的の操作を続行するためシステム管理 
をに連絡します。 


4. 画面の指示に従います。 


Windows XP ； 


1. スタートをクリックして、マイコンピユータをクリックします。 

2. 口ーカルディスク （ C :) をちクリックします。 

3. プロパティーツ ー J レーチェックするをクリックします。 

4. 不良なセクタをスキヤンして 回復す るをクリックし、 M 給をクリックします。 


E - メールおよびインターネットの問題 


A 警告： コンピュータ巧巧の作業を巧めるかに、おないのコンピュータに同巧の、安をにおないいただ<ためのを意を参おしてください。ま全におないいただくためのベストプラクテ 
ィスのお加情巧に K しては、 www . dell . com の規制旧守ホームぺージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご!!<ださい。 

& メモ： ネットワークアダプタコネクタにモデムケーブルを接結しなし、でください(おないのコンピュータのコネクタを区別する方法については f セットアップおよびクイックリファレンスボイド胜参照）。 


Microsoft Outlook © Express のセキュリティ巧まを在度します一 E - メールの添付ファイルが開けない場合、次の手順を実行します。 

1. Outlook Express でツールーオプションーセキュリティを クリックします。 

2. 必要に応じて 活付ファイルを#可 しないをクリックしてチェックマークをかします。 


インターネットへの巧巧を隹 B しますー インターネットプロバイダとの契約が巧んでいることを確認します。 Out 10 ok Express E- メールプログラムを開き、 ファイルを クリックします。 オフライン作 
業の隣のチェックマークが付し\ている場合は、そのチェックマークをクリックしてかしてからインターネットじ接続します。巧題がある場合、ご利巧のインターネットサービスブロ/くイダにお問い合わせ〈だ 
さい。 


エラーメッセージ 


A 警吿： コンビュータ巧巧の作業をおめる前に、おないのコンビュータに同巧の、を全におないいただ<ためのを意を参おしてください。巧全におないいただ<ためのペストプラクテ 
イスの追な]情巧に曲しては、 www . dell . com の規が旧守ホームぺージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご!!<ださい。 


該当するエラーメッセージの記述がない場合、オペレーティングシステムまたはメッセージが表示された際に実行していたプログラムのマニュアルを参照してください。 


A filename cannot contain any of the followina characters : \ / :*?"<> 1 ( ファイル名に \ / : * ? " < > | を巧用することはできません）一 これらの 文字をファイル名に 
使巧しないでください。 


A required .DLL file was not found (化要な . DLL ファイルが見つかりません）ー プログラムを開こうとしています力 <、そのプログラムに必要なファイルがありません。巧の操巧を巧い、プ 
ログラムを削除して再インストールします。 


Windows Vista ： 


1 . 

2 . 

3. 

4. 


スタート& コントロールパネル^プログラム^プログラムと機化をクリックします。 
削除するプログラムを選キ尺します。 

アンインス! ルをクリックしまず。 

インストール手順については、プログラムのマニュアルを参照.してくださし、。 


Windows XP ； 


1. スタートーコントロールパネループログラムの追かと削なをクリックします。 

2. 削除するプログラムを選キ尺します。 

3. アンインストールをクリックします。 

4. インストール手順については、プログラムのマニュアルを参照して〈ださい。 


drive letter :\ is not accessible.The device is not ready (ドライブ义丰； \ にアクセスできません。デバイスの単備ができていません）ー ドライブがディスクを読み取ることができ 
ません。ドライブにディスクを入れ、再試行してください。 


I nsert bootable media (起動 巧化なメディアを擇乂します）一 起動可能な CD または DVD を挿入します。 


Not enouah memory or resources . Close some proarams and try again (メモリまもはリソースが不足しています。プログラムをい < つか巧じてから再 K 行してください）一 す 

ベてのウィンドウを閉じ、使用するプログラムのみを開きまず。場合によつては、コンピュータを再起動してコンピュータリソースをを元する必要がありまず。その場合、使巧するプログラムを最初に開きま 
す。 


Operating system not found (オペレーテイングシステムがちつかりません）ー デルにお問い合わせください （ デルへのお問い合わせ を 参.晤）。 


I EEE 1394デバイスの問題 

A 警告： コンビュータ巧却のホ業を巧める前に、お使いのコンピュータに同巧の、まをにお巧いいただ<ナこめのを意を#巧してください。ま全にお使いいただくためのベストプラクテ 
イスの追な]情報におしては、 www . dell . com の規制旧巧ホームベージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご!!ください。 

^ メモ： お巧いの コン ピュータがサポートしてし、るのは、 IEEE 1394a 規格のみです。 


デバイスおよびコンピュータのコネクタに I EEE 1394デバイスのケーブルが宙切に巧入されていることを巧巧します 


I EEE 1394デバイスが Windows によって度謙されているか巧 B します一 


Windows Vista ： 


1. スタート 6 ー コントロールバネルー"ー ドウ X アとサウンドをクリックします。 

2. デバイスマネージヤをクリックします。 


Windows XP ； 


1. スタートをクリックし、コントロールパネルをクリックしまず。 

2. 作業する分野を選びますで、バフホーマンスとメンテナンスーシステムーシステムのプロパティーハードウ エアー デバイスマネージヤをクリックします。 


IEEE 1394 デバイスが一篇に表示されている場合、 Windows はデバイスを認識しています。 


Dell IEEE 1394デバイスに巧 H が巧生している場合ー デルにお問い合わせ〈ださい （ デルへのお合わせ を 寒暖）。 
デルな外から度入した IEEE 1394デバイスに巧 JS がある場合一 IEEE 1394 デバイスの製造元にお問い合わせください。 


キーボードの問題 

A 警告： コンビュータ巧巧の作業を巧める前に、お巧いのコンビュータに同相の、まをにお巧いいただ<ためのを意を#照してください。ま全にお巧いいただ<ためのベストプラクテ 
イスのち加情報に巧しては、 www . dell . com の規制旧守ホームベージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご J |< ださい。 


キーボードケーブルを巧 B します一 

I キーボードケーブルがコンピユータにしっかりと巧続されてし、るか確認します。 

I コンピユータをシャットダウンし （ 巧業を開おする 前に をき随）.コンピユータにが屋のセットアップ図のとおりじキーボ~ドケーブルを按結しなおしてから.コンピユータホ再巧動します。 
I ケーブルに損傷がないか、擦り切れていないか、ケーブルコネクタのピンが曲がったり壊れていたりしないかを確認します。曲がったピンがあれば、まっずぐじします。 

I キーボード延長ケーブルがあればそれをかし、キーボードを直接コンピュータに接統します。 


キーボードを巧 B します一 正常に機能している別のキーボードをコンピュータに接続して、使用してみます。 


ハードウェアに 田ず るトラブルシユーティングを 実 斤しますー ハードウェアに関するトラブルシユーティング を 参照してください。 






フリーズおよびソフトウェアの問題 


A 警告： コンピュータ巧巧の作業を巧める巧に、お巧いのコンビュータに同巧の、巧全にお巧いいただ<ためのを意を参巧してください。巧全にお巧いいただ<ためのベストプラクテ 
イスのおな]情巧に関しては、 www . dell.com の規制旧守ホームぺージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご！!ください。 

コン ピュータカ《起動しない 


を 断 ライトを巧まします- 該断 ライト を 参,暧してください。 

■巧ケーブルがコンビュータとコンセントにしっか y とちなされているかな巧します 

コンピュータの反応が巧止する 

〇 を 童： ホペレーティングシステムのシャットダウンが実行できない場合、データを損失する恐れがあります。 

コンピュータの■巧を切りますー キーボードのキーを巧したり、マウスを動かしてもコンピュータが応答しない場合、電源ボタンを 8 〜 10 秒し： I 上巧し続けてコンピュータの電源を切ったあと、コンピ 
ュータを再起動します。 


プログラムが応答しない 


プログラムを終了します一 


1. <Ctrl><Shift><Esc> を同時に押してタスクマネージャを開きます。 

2. アプリケーシヨンタブをクリックします。 

3. 応答しな < なったプログラムをクリックして選択します。 

4. タスクの終了を クリックします。 


プログラムがおりあしクラッシュする 


む メモ： ほとんどのソフトウェアのインストールの手順は、ソフトウェアのマニュアルじ記載されている力、、 CD または DVD に収録されていまず。 


ソフトウェアのマニュアルを参巧します一 必要に応じて、プログラムをアンインストールしてから巧インストールします。 

プログラムが化前の Windows オペレーテイングシステム向けに設計されている 


プログラム互換性ウイザードを実6します一 

Windows Vista ： 


Windows Vista には、 Windows Vista オペレーティングシステムとは異なるオペレーティングシステムに近い環境で、プログラムが動巧するよう設定できるプログラム互換性ウイザードがあります。 


1. スター ト〇ー コント ロールバネル ー プログラム ー 古いプログラムを この バージ ヨンの Windows で 巧 巧をクリックします。 

2. プログラム互換性ウィザードの開姑画面で、 巧へ をクリックします。 

3. 画面の指示 I こ従います。 


Windows XP ； 


Windows XP じは、 Windows XP オペレーティングシステムとは異なるオペレーティングシステムに近い環境で、プログラムが動作するよう設定できるプログラム互換性ウイザードがあります。 


1. スタートーすぺてのプログラム ー アクセサリープログラム互換性ウイザードー々へ をクリックします。 

2. 画面の指示に従います。 


画面が靑をヴルースクリーソになる 


コン ピュータの■巧を切りますー キーボードのキーを巧したり、マウスを動かしてもコンピュータが応答しない場合、電源ボタンを 8 〜 10 秒し： I 上巧し続けてコンピュータの電源を切ったあと、コンピ 
ュータを再起動します。 

その他のソフトウェアの問垣 


トラブルシューティング情巧については、ソフトウェアのマニュアルを巧 B するかソフトウェアの製を元に田い合わせます一 



I プログラムがお使いのコンピュータじインストールされているオペレーティングシステムと互換巧があるか確認します。 

I お使いのコンピュータがソフトウェアを実行するのに最ほ限度必要なハードウェアき件を満たしていることを確認します。詳細については、ソフトウェアのマニュアルを参照してください。 
I プログラムが正しくインストールおよび設定されているか確認します。 

I デバイスドライバがプログラムとコンフリクトしていないか巧設します。 

I 必要に応にて、プログラムをアンインストールしてから再インストールします。 


お巧いのファイルのバックアップを今すぐ作巧します 

ウイルススキャンプログラムを巧用して、"ードドライ义 CD、 または DVD を W ベます。 

曲いているファイルまたはプログラムをすべて巧巧してから田じ、スタート y ニューからコンピュータをシャットダウンします。 

メモリの問題 

A 警吿： コンビュータ巧巧の作窠を巧める前に、お巧いのコンピュータに同巧の、を全にお巧いいただ<ための注意を參照してください。を全にお巧いいただ<ためのベストプラクテ 
イスのちな]情巧に関しては、 www . dell . com の規制旧守ホームぺージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご J |< ださい。 


メモリが不足しているというメッセージがま示される場合一 


I 開いているファイルをすべて保存してから閉じ、使巧してし々い実行中のプログラムをすべて終了して、問題が解決するか調べまず。 

I メモリの最小要件じついては、ソフトウェアのマニュアルを参照して<ださい。必要に応じて.培說メモリを取りがけます （ システムメモリ ホを照）。 

I メモリモジュールを巧き差しして （ システム メモリ を 参照）、コンピュータがメモリと正常にデータのやり取りを実行しているか確認します。 

I Dell Diagnostics (訟断）プログラム东寞巧します （ Dell Dia 日 nostics (該邸）ブロ グラム を きお）。 


メモリにその化の巧 H がある場合一 

I メモリモジュールを巧き差しして （ システムメモリ を 参照）、コンピュータがメモリと正常にデータのやり取りを実行しているか確認します。 

I メモリの巧リイ寸けガイドライソこがっているか確認します （ システムメモリ を を照）。 

I 使用するメモリがお使いのコンピュータでサボートされていることを確認します。おないのコンピュータじ対応するメモリの詳細については、 システムメモリ を 参照してください。 

I Dell Diagnostics (訟断）プログラムを実行します （ Dell Diagnostics (該新）ブログラム ホき照）。 


マウスの問お 


A 警告： コンピュータ巧巧の作業を巧めるがに、お巧いのコンビュータに同巧の、巧全にお使いいただ<ためのを意を参巧してください。巧全にお使いいただ<ためのベストプラクテ 
イスの追な]情巧に曲しては、 www . dell . com の規制旧守ホームぺージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご!!<ださい。 


マウスケーブルを巧巧します一 


I ヶーブルに損傷がないか、擦り切れていないか、ヶーブルコネクタのピンが曲がったり壊れていたりしないかを確認します。曲がったピンがあれば、まっすぐじしまず。 
I 使用しているマウス延長ヶーブルをずべて取りかし、マウスをコンピュータに直接接統します。 

I マウスケーブルが、コンピュータに付属のセットアップ図のとおりに接続されていることを確認します。 


コンピユータを再ち勘します一 

1. <Ctrl><Esc> を同時に巧して、スタートメニユーを表示します。 

2. か> を巧し、上下え E ロキーを巧してシャットダウンまたは電巧を切るをハイライト表示し、 <Enter> を巧します。 

3. コンピユータの電源を切つたを、セットアップ図のとおりにマウスケーブルを接続しなおします。 

4. コンピュータの電源を入れます。 


マウスを巧 B します一 正常に機能している別のマウスをコンピュータに接続して、使用してみます。 


マウスの巧ををな店します一 

Windows Vista： 


1. スタートかーコントロールバネルーハードウエアとサウンドーマウスをクリックします。 

2. 必票に応にて設定を調整します。 


Windows XP 


1. スタートーコントロールバネルーマウスをクリックします。 

2. 必票に応にて設定を調整します。 


マウスドライバを再インス!ルします一 手動でデバイスドライバをインストールするちまじついては、祀 ell テクノロジボイド旋参照して〈ださい。 










ハードウエアに因するトラブルシューティングを実行しますー ハードウエアに巧ずるトラブルシューティング ををおしてください。 


ネットワークの問題 

A 警告： コンピュータ巧巧の巧業を巧める前に、お巧いのコンピュータに同巧の、巧をにお巧いいただ<ためのを意を参巧してください。巧をにお巧いいただくためのベストプラクテ 
ィスの追な]情巧に曲しては、 www.dell.com の規制旧守ホームベージ （www.dell.com/ regulatory_compliance) をご!!<ださい。 

ネットワークケーブルコネクタを®度しますー ネットワークケーブルがコンピュータ背面のネットワークコネクタおよびネットワークジャックの両方に、しっかりと差し込まれているか確認します。 

コンピュータ背面のネットワークインジケータを殖苗しますー リンク保全ライトが牌なしてし、る場合は、ネットワーク通信が斤われてし、ません。ネットワークケーブルを取り替えます。 

コンピュータをちを曲して、ネットワークにログインしなおしてみます 

ネットワークのなをを在拓しますー ネットワーク管理者、またはお使いのネットワークを設定した方に問い合わせて、ネットワークの設をが正しく、ネットワークが正簡こ機能してしぶか確認しまず。 

ドウエアに曲するトラプルシューティングを実行しますー ハードウエアに閣するトラブルシュー ティング を 参睛してください。 

電源の問題 

A 養告： コシピュータ巧却の作業を姑める前に、お巧いのコンピュータに同巧の、まをにお巧いいただ<ナこめのを意を参巧してください。ま全にお巧いいただくもめのベストプラクテ 
イスの追な]情報に田しては、 www.dell.com の規制旧巧ホームベージ （www.dell.com/ regulatory_compliance) をご!!<ださい。 

電巧ライトが保ちに点なしていて、コンピュータの反巧が巧止した場合一 診断 ライト を 参おしてください。 

電源ライトが i 居をによ巧している場をーコン ピュータはスタンバイモードになってしなす。キーボードのキーを押したり、マウスを動かしたり、電源ボタンを巧したりすると、通常の動作力《再開されま 
す。 


電巧ライトがミ肖なしている場合ー コンピュータの電源が切れているか、またはコンピュータに電力が供給されていません。 


I 電源ケーブルをコンピュータ背面の電源コネクタとコンセントに装着しなおします。 

I 電源タップ、電源延長ケーブル、およびその化の電ミ原保譲装置を使用している場合は、それらをがしてコンピュータの電源が正常に入ることを確認します。 
I 使用している電源タップがあれば、コンセントに接続され、オンになっていることを確認します。 

I 電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントが機能しているか確認します。 

I 主電源ケーブルとコントロールパネルケーブルがシステム基板にしっかりと接続されているか確認します。 


電源ライトが黄をにお巧している場合ー コンピュータ I こ電力は供給されてしなすが、巧部で電源のお題が発生している可能性があります。 
すべてのコンポーネントとケーブルが正し〈取り付けられ、システム基航こしつかりと巧続されていることを確認します。 


電巧ライトが黄をにお巧している場合ー デバイスが巧頃しているか、または正し〈取り付けられていない可能性があります。 

I すべてのメモリモジュールを取りがしてから装着しなおします （ システムメモリ を 参鹿）。 

I グラフィックカードを含め、すべての拡張カードを取り外してから装着しなおします ( おお カード を 参照）。 


電気的な巧害を解おします一 電気がな巧害の原因には、次のものがあります。 


I 電源、キーボード、およびマウス延長ケーブル 
I 同じ電源タップに接統されているデバイスがをすぎる 
I 同じコンセントに複数の電源タップカ{接続されている 


プリンタの問題 

A 警告： コンビュータ巧却のホ業を巧める前に、お巧いのコンピュータに同巧の、まをにお巧いいただ<ためのを意を参おしてください。ま全にお使いいただくためのベストプラクテ 
イスの追な]情巧に田しては、 www.dell.com の規制旧巧ホームベージ （www.dell.com/ regulatory_compliance) をご！!<ださい。 








& メモ： プリンタのテクニカルサポートが必要な場合、プリンタの裝造元にお問い合わせください。 

プリンタのマニュアルを巧坦しますー プリンタのセットアップおよびトラブルシューティングの詳細については、プリンタのマニュアルを参昭丄てくださし、。 

プリンタの■巧が入っているかどうかな匹します 

プリンタのケーブル巧巧を巧度します一 

I ケーブル接続については、プリンタのマニュアルを参照して〈ださい。 

I プリンタケーブルカけリンタとコンピュータじしつかりと接統されているか確認します。 


コンセントをテストします一 電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントが機能しているか確認します。 


Windows がプリンタを gat しているか巧認します一 


Windows Vista ： 


1. スタート A ^コントロールバネ V レー"ードウ X アとサウンド^プリンタをクリックします。 

2. プリンタが一監にき示されたら、プリンタのアイコンをちクリックします。 

3. プロパティをクリックし、ポートをクリックしまず。 

4. 必要に応にて設定を調整します。 


Windows XP. 


1. スタートーコントロールパネループリンタとその化のハードウ エアー インストールされているプリンタまたは FAX プリンタを表示するをクリックします。 

2. プリンタが一監に表示されたら、プリンタのアイコンをちクリックします。 

3. プロパティーポートをクリックします。パラレルプリンタの場合、巧刷するポートが LPT 1 (ブリンタポート）に設定されているか巧認します。 USB プリンタの場合は、巧がするポートが 
USB に設定されているか確認します。 


プリンタドライバを再インストールします一 


プリンタドライバを再インストールする手順についロホ、プリンタのマニュアルを参.暗してくださし、。 


スキャナーの問題 

A 警告： コンピュータ巧巧の作業を巧める前に、お巧いのコンピュータに同巧の、巧をにも'巧いいただ<ための;ま意を参おしてください。巧をにも'巧いいただくためのベストプラクテ 
ィスの追な]情巧におしては、 www . dell . com の規制旧守ホームベージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご!!ください。 

^ メモ： スキャナーのテクニカルサポートについては、スキャナーの製造元にお問い合わせください。 

スキャナーのマニュアルを巧なしますー スキャナーのセットアップおよびトラブルシューティングの詳細については、スキャナーのマニュアルを参暖丄てください。 

スキャナーのロックを削おしますー ロックが解除されているか痛認します(スキャナーにロックタブやボタンがある場合）。 

コン ピュータを再ち動して、もう一まスキャナーを実行してみます 
ケーブルの巧なをな皮します一 

I ケーブルの接続については、スキャナーのマニュアルを参照して〈ださい。 

I スキャナーのケーブルがスキャナーとコンピュータにしっかりと接統されているか確認します。 


スキヤナーが Microsoft Windows によって巧#!されていることを巧屁します一 


Windows Vista ： 


1. スタート〇 -> コントロールバネ J レ^ ドウエアとサウンドスキヤナとカメラをクリックします。 

2. おほいのスキャナーが一監にき示されている場合、 Windows はスキャナーを設識しています。 

Windows XP; 


1. スタートーコントロールバネル ー プリンタとその他のハードウ エアー スキヤナとカメラをクリックします。 

2. お使いのスキャナーが一寶にき示されている場合、 Windows はスキャナーを設識しています。 


スキヤ■—ドライバを再インストールしまず一 手順じついては、スキヤナーのマニュアルを参照してください。 


サウンドと スピーカーの 問題 

A 替吿： コンビュータ巧巧の作窠を巧める前に、お巧いのコンピュータに同巧の、巧全にお巧いいただ<ためのを意を#おしてください。ま全にお巧いいただ<ためのペストプラクテ 
イスのちな]情巧に巧しては、 www . dell . com の規が旧守ホームベージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご!!<ださい。 

スピーカーから音が出ない 


サブウーハーおよぴスピーカーの■巧が入っているか巧 B しますー スピーカーじ付属しているセットアップ図を参照して〈ださい。スピーカーにボリュームコントロールが付いている場合、音量、 
化音、または高音を調整して音のをみを解消します。 

Windows のを量を旧 » します一 固面ち下隅じあるスピーカーのアイコンをクリックまたはダブルクリックします。音量が上げてあり、サウンドがミュートに設定されていなし、か痛認します。 

ヘッドフホンをヘッドフォンコネクタから巧 y ホしますー コンピュータの前面パネルにあるヘッドフォンコネクタにヘッドフホンを接続すると、自動的にスピーカーからの音声は聞こえなくな y ます。 

コンセントをテストします一 電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントが機能してし、るか確認します。 

■な的な巧害を#消しますー コンピュータのぶくで使用している扇風機、堂光巧、または /N ロザンランプの電源を切ってみます。 

スピーカーのお断プログラムを実行します 

サウンドドライバを再インス!ルしますー ソフトウェアの再インストールちまについては、も'使いのコンピュータの f セットアップおよびクイックリファレンスボイド腿を照してください。 

ドウエアに巧するトラブルシューティングを実行しますー ハードウエアに閣するトラブルシュー ティング を 参睛してください。 

ヘッドフォンから音が出ない 


ヘッドフォンのケーブルちなを巧巧しまずー ヘッドフォンケーブルがヘッドフォンコネクタじしつかりと接続されているか確認します(をコネクタを見分ける方まじついては、お使いのコンピュータのむ r 
ットアップおよびクイックリファレンスボイド i を参照）。 


Windows の音量をお S します一 画面ち下隅じあるスピーカーのアイコンをクリックまたはダブルクリックします。音量が上げてあり、サウンドがミュートに設定されていなしけ、確認します。 


ビデオとモニタの問題 


ノ\ 警告： コンビュータ巧巧の作業をおめる吊 I に、お巧いのコンピュータに同巧の、ま全にお巧いいただ<ためのま意を参巧してください。ま全にお巧いいただ<ためのベストプラクテ 
ィスの追な]情巧に田しては、 www . dell.com の規制旧巧ホームベージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご！! < ださい。 

り ホ 意： 工場出荷時に PCI グラフィックカードが取りがけられてし、た場合は、追加のグラフィックカードを取り付ける隙にその力ードを取り外す必要はあ y ません。その力ードはトラブルシューティ 
W ングの斷こ必要になります。力ードを取りみした場合は、ま全な場祈こ保管してください。グラフィックカードの詳細につい订ホ、 5 upport . jp . dell . com にアクセスしてください。 

画面に何も表示されない巧合 

b メモ： トラブルシューティングの手順じついては、モニタのマニュアルを参障.してください。 


画面が見づらい場合 


モニタのケーブル接なを巧おします一 

I モニタケーブルが正しし、グラフィックカードに接続されていることを痛認します(デュアルグラフィックカード構成の場合）。 

I オプションの DVI - VGA アダプタを使用している場合は、アダブタがグラフィックカードとモニタに正し〈接続されてし'ることを確認します。 



I モニタケーブルが、コンピュータに付属のセットアッブ図に示されているようじ巧統されていることを確認します。 

I ビデオ延長ヶーブルがあればそれをがし、モニタを直接コンピュータに接続します。 

I コンピュータおよびモニタの電源ケーブルをな換して、モニタの電源ケーブルに問題がなしけ、確認します。 

I コネクタが曲がっていない力、、ピンが壊れていないか巧設します。モニタのケーブルコネクタは一部义けています力 《 、これは破損ではありません。 


モニタの■源ライトを宿®します一 


I 電源ライトが点'灯または点滅している場合、モニタじは電力が供給されてしなす。 

I 電源ライトが消灯している場合、ボタンをしっかり押して、モニタの電源が入ってし巧か確認します。 

I 電源ライトが点ミ威している場合、キーボードのキーを押したり、マウスを動かしたりすると、通常の動作が再開されます。 


コンセントをテストします一 電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントが機能しているか確認します。 

お断ライトを巧店します - 診断 ライト を 参照してください。 

モニタのお定をな店しますー モニタのコントラストと輝度の調整、モニタの消磁、およびモニタのセルフテストを実行する手順については、モニタのマニュアルを参照してください。 

サブウー/\-をモニタから難しますー スピーカーシステムにサブウー/、一が含まれてし、る場合は.サブウ ー"- がモニタから60 cm レ： i 上離れていることを確認しまず。 

ホが■巧をモニタから難します一 扇風谜、を光打、ハロゲンライト、およびその他の電化製品によって画面が「ぶれる」ことがあります。巧くのデバイスの電源を切って干渉力嘴生しているか調べま 
す。 


モニタを回ちさせ、直射日光や干巧を«らします 


Windows の画面 K をを ns します一 


Windows Vista ： 


1. スタート ® ^コントロール/《ネ J レードウエアとサウンド^個人肢を^画面の肢ををクリックします。 

2. 必票に応にて 餐像ホ およびをの技をを調整します。 


Windows XP . 


1. スタートーコントロールバネルーデスクトップの表示とテーマをクリックします。 

2. 変更する領域をクリックするか、画面アイコンをクリックします。 

3. 画面のをおよび画面の解像度を別の設定にしてみます。 


3D イメージの品頁が良<ない場合 


グラフィックカードの■巧ケーブルの接なをな巧しますー グラフィックカードの電源ケーブルが力ードに正し〈接続されていることを確認します。 


モニタのたををな B しますー モニタのコントラストと経度の詢整、モニタの消描、およびモニタのセルフテストを実行する手順については、モニタのマニュアルを参照してください。 


Dell テクニカル 更新 サービス 

Dell テクニカル更新サービスは、お使いのコンピユータに関するソフトウェアおよびハードウェアのアッブデートを E - メールにて事前にあま日するサービスです。このサービスは無償で提供され、内容、フ 
オーマット、および通知を受け取る頻度をカスタマイズすることができまず。 


Dell テクニカル更新サービスにき録するには、 support . dell . com / technicalupdate (英語）にアクセスしてください。 






